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関西医科大学と地域をつなぐ連携誌［つなぐ］

関西医科大学  地域医療センター

■ 関西医科大学附属病院
TEL.072-804-0101（代）
http://www.kmu.ac.jp/hirakata/
〒573-1191　大阪府枚方市新町2-3-1　
地域医療連携部　病診連携課（地域医療センター事務局）

TEL.072-804-2742  FAX.072-804-2861

■ 関西医科大学総合医療センター
TEL.06-6992-1001（代）
http://www.kmu.ac.jp/takii/
〒570-8507　大阪府守口市文園町10-15　
地域医療連携部　病診連携課

TEL.06-6993-9444  FAX.06-6993-9488

■ 関西医科大学香里病院
TEL.072-832-5321（代）
http://www.kmu.ac.jp/kori/
〒572-8551　大阪府寝屋川市香里本通町8-45
地域医療連携部　病診連携係

TEL.072-832-9977  FAX.072-832-9988

■ 関西医科大学くずは病院
TEL.072-809-0005（代）
http://www.kmu.ac.jp/kuzuha/
〒573-1121　大阪府枚方市楠葉花園町4-1
地域医療連携課

TEL.072-809-0013  FAX.072-809-0022

■ 関西医科大学天満橋総合クリニック
TEL.06-6943-2260（代）
http://www.kmu.ac.jp/temmabashi/
〒540-0008　大阪市中央区大手前1-7-31（OMMビル 3階）
TEL.06-6943-2260  FAX.06-6943-9827

地域医療センター
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附
属
病
院
は
、2
0
0
6（
平
成
18
）年
に
大
阪
府
か

ら
災
害
拠
点
病
院（
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
）に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。北
河
内
二
次
医
療
圏
域
に
お
い
て
は
、

関
西
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、そ
の

機
能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

万
が
一
大
規
模
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、多
数
の
被
災
者
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、行
政

や
消
防
、医
療
機
関
な
ど
、地
域
の
関
係
機
関
と
連
携

し
た
実
践
的
な
災
害
訓
練
を
、年
１
回
実
施
し
て
い
ま

す（
直
近
2
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
机
上
演
習
で
代
替
）。

ま
た
、災
害
医
療
に
携
わ
る
自
己
完
結
型
の

D
M
A
T
も
保
有
し
、派
遣
機
能
を
整
備
し
て
い
る
他
、

枚
方
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
病
院
隣
接
地
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、傷
病
者
の
受
け
入
れ
や
搬
出
を
行
う
広
域
搬
送

へ
の
対
応
機
能
も
有
し
て
い
ま
す
。

附
属
病
院
の
D
M
A
T
は
、救
急
医
学
科
を
中
心
に

医
師
・
看
護
師
・
業
務
調
整
員
で
構
成
さ
れ
、専
門
的
な

訓
練
を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
と
し
て
東
日
本
大
震
災

（
2
0
1
1
年
）や
熊
本
地
震（
2
0
1
6
年
）な
ど
の
大

規
模
地
震
は
も
ち
ろ
ん
、大
阪
北
部
地
震（
2
0
1
8

年
）・
台
風
21
号
の
強
風
に
よ
る
タ
ン
カ
ー
連
絡
橋
衝
突

事
故（
同
）で
孤
立
し
た
関
西
国
際
空
港
で
の
医
療
支
援

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
災
害
発
生
時
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま

す
。今
後
も
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
だ
け
で
な
く
、多
く

の
傷
病
者
が
発
生
す
る
大
事
故
・
大
災
害
に
備
え
て
、

鍛
錬
と
準
備
を
進
め
ま
す
。

大
阪
府
は
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
い
て
、府
内
や

近
隣
で
災
害
が
発
生
し
て
通
常
の
医
療
体
制
で
は
被
災

者
に
対
す
る
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
、都
道
府
県
知
事
の
要
請
で
傷
病
者
の
受
け

入
れ
や
医
療
救
護
班（
D
i
s
a
s
t
e
r 

M
e
d
i
c
a
l 

A
s
s
i
s
t
a
n
c
e 

T
e
a
m 

= 

D
M
A
T
）を
派
遣
す

る
病
院
と
し
て
、災
害
拠
点
病
院
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、本
学
は
北
河
内
二
次
医
療
圏
を
カ
バ
ー
す
る
地

域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、附
属
病
院
と
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
が
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
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本
学
附
属
病
院
と
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

大
阪
府
指
定
災
害
拠
点
病
院（
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
）で
す
。

西
日
本
の
南
の
海
上
を
震
源
と
す
る
、通
称〝
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
〞。

政
府
発
表
に
よ
る
と
今
後
30
年
内
に
約
80
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
さ
れ
る

こ
の
巨
大
災
害
が
発
生
し
た
ら
│
│
。

関
西
医
大
で
は
地
震
に
限
ら
ず
水
害
な
ど
、万
が
一
大
災
害
が
発
生
し
た
際
に
も

北
河
内
の
く
ら
し
を
守
る
頼
れ
る
病
院
と
し
て
稼
働
で
き
る
よ
う
、様
々
な
対
策
を
整
え
て
い
ま
す
。

万が一、でも“頼れる病院”として

関西医大の災害対策
D
M
A
T
の
活
動

いつ、何があっても、普段と変わらない医療クオリティをお届けするためのBCP

災害拠点病院の
指定要件

◎
建
物
が
耐
震
耐
火
構
造
で
あ
る
こ
と
。

◎
資
器
材
等
の
備
蓄
が
あ
る
こ
と
。

◎
応
急
収
容
す
る
た
め
に
転
用
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と
。

◎
応
急
用
資
器
材
、自
家
発
電
機
、応
急
テ
ン
ト
等
に
よ
り
自
己
完
結
で
き
る
こ
と
。

　（外
部
か
ら
の
補
給
が
滞
っ
て
も
簡
単
に
は
病
院
機
能
を
喪
失
し
な
い
こ
と
）

◎
近
接
地
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
確
保
で
き
る
こ
と
。

免震構造（免震ゴム）

附属病院の基礎部分は免震ゴムによる免
震構造を採用しています。そのため、2018
年に震度6弱を記録した大阪北部地震の
際も、エレベーターや各種配管に致命的な
損傷は受けず、速やかに復旧することがで
きました。

非常用ディーゼル発電装置

安全で安心できる医療の提供には、電気が
必要不可欠。附属病院では大規模災害時
の停電でも、隣接する淀川が氾濫しても変
わらず医療を止めないため、屋上に灯油で
稼働するディーゼル式の自家発電装置を
設置しています。

災害備蓄

災害発生時に備えた医療物資や医薬品の
備蓄は欠かせません。附属病院では、災害
発生直後から3日間は外部からの補給・納
品がなくても全ての入院患者さんに対応で
きるよう、医薬品や食料品の備蓄を行って
います。

BCP（Business Continuity Plan）とは、「震災などの緊急時に低下する業務遂行能力を補う非常時優先業務を開始するための計画」（厚生労働

省）で、どんな状況に陥っても継続して事業を展開するために必要な計画をあらかじめ構築しておくことです。本学は、このBCP策定を法人の経営目標

として位置づけており、各付属医療機関における整備を積極的に推進しています。

万が一の災害発生時にも、いつもと変わらない大学病院クオリティの医療サービスを提供するために。私たちの進化は続きます。

・災害医療への対応

・インフラ維持

・バックアップの準備

・ライフラインの復旧フロー

・スタッフの招集、確保

・業務の優先順位付け

・必要物品の手当、手配

・通常時のスタッフ教育　など

※病院、大学におけるBCP整備状況　策定済み病院：約25％（2018年時点）　策定済み大学：約9.4％（2017年時点）

医療機関におけるBCP

大
学
病
院
本
院
と
し
て
、北
河
内
二
次
医
療
圏
の

災
害
医
療
拠
点
と
し
て
、抜
か
り
な
く
。

附
属
病
院

熊本地震の際に被災地で活動するDMATの様子
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として位置づけており、各付属医療機関における整備を積極的に推進しています。

万が一の災害発生時にも、いつもと変わらない大学病院クオリティの医療サービスを提供するために。私たちの進化は続きます。

・災害医療への対応

・インフラ維持

・バックアップの準備

・ライフラインの復旧フロー

・スタッフの招集、確保

・業務の優先順位付け

・必要物品の手当、手配

・通常時のスタッフ教育　など

※病院、大学におけるBCP整備状況　策定済み病院：約25％（2018年時点）　策定済み大学：約9.4％（2017年時点）

医療機関におけるBCP

大
学
病
院
本
院
と
し
て
、北
河
内
二
次
医
療
圏
の

災
害
医
療
拠
点
と
し
て
、抜
か
り
な
く
。

附
属
病
院

熊本地震の際に被災地で活動するDMATの様子



長
く
胃
が
ん
診
療
の
研
鑽
を
積
み
、肥
満
や
糖
尿
病

に
対
す
る
減
量
・
代
謝
改
善
手
術
に
も
力
を
入
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。地
域
の
先
生
方
に
は
こ
れ
ま
で
も
病
診

連
携
な
ど
を
通
じ
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
度
、診
療
教
授
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
の
で
改
め

て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
一
帯
で
病
診
連
携
を
進
め
る
た
め
に
私
が
す
べ

き
こ
と
は
、ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
方
が
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
お
困
り
か
、私
た
ち
に
何
が
期
待
さ
れ
て
い
る
か
を

知
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
北
河
内
エ

リ
ア
の
医
療
機
関
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に

は
、緊
急
時
に
も
対
応
し
て
ほ
し
い
、地
域
の
医
療
機
関

で
対
応
可
能
な
こ
と
は
任
せ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
声
を

伺
い
、体
制
の
改
善
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。た
と

え
ば
内
視
鏡
検
査
で
胃
が
ん
が
強
く
疑
わ
れ
る
場
合
、

組
織
検
査
ま
で
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、も
し
当
院
へ
の
ご
紹
介
が
初
め
て
で
も
組
織

検
査
の
結
果
を
待
た
ず
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
大
丈
夫
で

す
。当
科
で
は
こ
れ
ま
で
胃
が
ん
術
後
の
地
域
連
携
パ

ス
に
つ
い
て
も
4
0
0
件
超
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。患

者
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
早
く
適
切
な
治
療
を
提
供
し
、

安
心
し
て
地
域
に
お
戻
り
い
た
だ
け
る
よ
う
、よ
り
一
層

の
体
制
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
今
後
は
胃
が
ん
診
療
だ
け
で
な
く
、減
量
・
代
謝

改
善
に
対
す
る
腹
腔
鏡
下
ス
リ
ー
ブ・
バ
イ
パ
ス
手
術

で
も
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
9
月
に
刊
行
さ
れ
た
日
本
肥
満
症
治
療

学
会
・
日
本
糖
尿
病
学
会
・
日
本
肥
満
学
会
の
合
同
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
で
は
、B
M
I
35
㎏
／
㎡
の
糖
尿
病
に

対
し
て
手
術
が
推
奨
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。当

院
は
肥
満
症
外
科
手
術
認
定
施
設
に
選
定
さ
れ
て
お

り
、健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
と
の
多
職
種
に
よ
る
チ
ー
ム

体
制
で
生
活
習
慣
病
ケ
ア
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。糖

尿
病
、高
血
圧
、高
脂
血
症
、睡
眠
時
無
呼
吸
、変
形
性

膝
関
節
症
な
ど
の
肥
満
関
連
疾
患
に
対
す
る
疾
患
を

診
療
さ
れ
る
先
生
方
が
、ど
の
よ
う
な
ご
要
望
や
お
困

り
ご
と
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、ぜ
ひ
お
目
に
か

か
っ
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、附
属
病
院
に
先
ん
じ
て

1
9
9
6
年
に
北
河
内
二
次
医
療
圏
域
の
災
害
拠
点

病
院（
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
）に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。国
土
交
通
省
が
指
定
し
て
い
る「
地
震
時
等
に
著
し

く
危
険
な
密
集
市
街
地
」を
多
く
抱
え
る
守
口
市（
病

院
所
在
地
）・
門
真
市
・
寝
屋
川
市
の
災
害
医
療
拠
点
と

し
て
、各
種
の
整
備
・
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、附
属
病
院
と
同
等
の
機
能
・
規
模
を
持
つ

D
M
A
T
・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
擁
し
、平
常
時
の
災

害
対
応
訓
練
も
定
期
的
に
開
催
。重
要
設
備
の
屋
上
設

置
も
徹
底
し
、淀
川
の
氾
濫
時
に
も
診
療
機
能
の
低
下

を
回
避
可
能
で
す
。

ま
た
、2
0
1
8
年
に
は
旧
本
館
跡
地
に
ホ
ス
ピ
タ

ル
ガ
ー
デ
ン
を
開
設
し
、災
害
時
に
は
一
時
避
難
所
と

し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

2
0
2
1
年
に
は
災
害
時
の
人
工
透
析
な
ど
で
必
要

と
な
る
水
を
確
保
す
る
た
め
、災
害
用
井
戸
を
整
備
。

地
元
の〝
頼
れ
る
〞災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
強

化
に
努
め
て
い
ま
す
。

大
地
震
の
揺
れ
は
、

建
物
だ
け
で
な
く
入
院

患
者
さ
ん
に
も
深
刻
な

ダ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し

ま
す
。香
里
病
院
は
そ

う
し
た
被
害
を
最
小
限

に
防
ぐ
た
め
、免
震
ゴ

ム
と
制
振
ダ
ン
パ
ー
を

基
礎
部
分
に
装
備
。備

品
・
食
料
品
の
備
蓄
も

進
め
て
お
り
、万
が
一
の

大
災
害
に
備
え
て
い
ま

す
。く

ず
は
病
院
で
は
年
に
2
回
、定
期
的
な
防
災
訓
練

を
行
う
こ
と
で
職
員
に
災
害
へ
の
意
識
を
喚
起
し
、対

応
力
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、入
院
患
者
さ
ん

の
た
め
の
食
料
も
備
蓄（
3
日
分
）。病
院
長
・
事
務
部

長
が
B
C
P
に
関
す
る
外
部
研
修
を
受
講
し
た
他
、対

策
会
議
の
刷
新
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
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香
里
病
院

く
ず
は
病
院

香
里
病
院
・
く
ず
は
病
院

関
西
医
大
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、

災
害
医
療
を
担
う
た
め
に
。

北
河
内
の
医
療
を
、止
め
な
い
。

ホスピタルガーデン

災害時一時避難所として、広大な空間を確
保。近隣住民の皆さんに災害時の安心を提
供しています。

DMAT

附属病院と合同で政府主催の大規模地震
時医療活動訓練に参加した際の様子。写真
奥は自衛隊輸送機。厚労省・警察・消防・自
衛隊など関係機関との連携もDMATの強
みです。

災害用井戸

災害で断水・水質の低下が発生しても人工
透析など止められない医療を止めないた
めに、ホスピタルガーデン内に井戸を掘削
しました。

香里病院

くずは病院

1993年3月
1993年6月
2003年3月
2006年1月
2012年2月
2012年4月
2014年4月
2020年4月
2021年12月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学第2外科学講座 研修医
関西医科大学大学院博士課程 修了
関西医科大学外科学講座 助教
関西医科大学外科学講座 診療講師
関西医科大学外科学講座 講師
関西医科大学外科学講座 准教授
関西医科大学附属病院 消化管外科 病院教授
関西医科大学外科学講座 診療教授

PROFILE

関西医科大学附属病院
上部消化管外科
診療教授

井上 健太郎
Kentaro Inoue

食べたもの
混ざる距離を短くします

と消化液 が

New  P r o f e s s o r  
I n t e r v i ew

新任教授に聞く

胃がん治療と
減量・代謝改善手術で
地域医療に貢献していく

香里病院の建物については、基礎部分に免振装置を設置しており、免振ゴムと振
動を吸収する制振ダンパーにより地震の揺れを吸収することで建物のダメージを
最小限に止め、震度7クラスの地震にも耐えうる構造となっています。

香里病院では災害に備え5・6階病棟
に備蓄倉庫を設け、入院患者さん及
び職員の3日分の水や食料、簡易トイ
レを備蓄しております。
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蓄（
3
日
分
）。病
院
長
・
事
務
部

長
が
B
C
P
に
関
す
る
外
部
研
修
を
受
講
し
た
他
、対

策
会
議
の
刷
新
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
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関 西 医 科 大 学 の 災 害 対 策関 西 医 科 大 学 附 属 病 院

香
里
病
院

く
ず
は
病
院

香
里
病
院
・
く
ず
は
病
院

関
西
医
大
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、

災
害
医
療
を
担
う
た
め
に
。

北
河
内
の
医
療
を
、止
め
な
い
。

ホスピタルガーデン

災害時一時避難所として、広大な空間を確
保。近隣住民の皆さんに災害時の安心を提
供しています。

DMAT

附属病院と合同で政府主催の大規模地震
時医療活動訓練に参加した際の様子。写真
奥は自衛隊輸送機。厚労省・警察・消防・自
衛隊など関係機関との連携もDMATの強
みです。

災害用井戸

災害で断水・水質の低下が発生しても人工
透析など止められない医療を止めないた
めに、ホスピタルガーデン内に井戸を掘削
しました。

香里病院

くずは病院

1993年3月
1993年6月
2003年3月
2006年1月
2012年2月
2012年4月
2014年4月
2020年4月
2021年12月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学第2外科学講座 研修医
関西医科大学大学院博士課程 修了
関西医科大学外科学講座 助教
関西医科大学外科学講座 診療講師
関西医科大学外科学講座 講師
関西医科大学外科学講座 准教授
関西医科大学附属病院 消化管外科 病院教授
関西医科大学外科学講座 診療教授

PROFILE

関西医科大学附属病院
上部消化管外科
診療教授

井上 健太郎
Kentaro Inoue

食べたもの
混ざる距離を短くします

と消化液 が

New  P r o f e s s o r  
I n t e r v i ew

新任教授に聞く

胃がん治療と
減量・代謝改善手術で
地域医療に貢献していく

香里病院の建物については、基礎部分に免振装置を設置しており、免振ゴムと振
動を吸収する制振ダンパーにより地震の揺れを吸収することで建物のダメージを
最小限に止め、震度7クラスの地震にも耐えうる構造となっています。

香里病院では災害に備え5・6階病棟
に備蓄倉庫を設け、入院患者さん及
び職員の3日分の水や食料、簡易トイ
レを備蓄しております。
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視野の安定性・関節機能による手術操作で
さらに精緻な手術が可能に！
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関 西 医 科 大 学 附 属 病 院
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1996年4月
1997年4月
2001年4月
2002年1月
2005年5月
2006年7月
2015年5月
2017年4月

2017年11月
2018年4月
2021年4月
2022年2月
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大阪大学医学部附属病院 研修医
市立貝塚病院 外科医員
大阪大学医学部 病態制御外科 研究生
DNAチップ研究所 客員研究員兼任
大阪大学医学部附属病院 消化器外科医員
大阪大学大学院 消化器外科 助教
大阪大学大学院 消化器外科 講師
大阪大学大学院 消化器外科 
上部消化管グループチーフ 副科長
大阪大学大学院 消化器外科 准教授
大阪大学医学部附属病院 病院教授
関西医科大学 外科学講座 准教授
関西医科大学附属病院 消化管外科 病院教授
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臓器温存を目指した
合併切除手術で
高度進行食道がんへアプローチ

2
0
0
6
年
か
ら
食
道
が
ん
を
専
門
に
診
療
・
研
究

を
行
い
、こ
れ
ま
で
の
手
術
症
例
数
は
前
職
の
施
設
で

約
1
、4
0
0
例
、全
国
各
地
の
他
施
設
で
約
2
5
0

例
、そ
し
て
当
院
で
の
70
例
、計
約
1
、7
0
0
例
で
す
。

自
施
設
以
外
で
の
手
術
や
高
度
進
行
が
ん
手
術
、難
治

症
例
に
対
す
る
手
術
経
験
は
、同
年
代
に
お
い
て
日
本

で
最
も
多
く
経
験
の
あ
る
一
人
だ
と
自
負
し
て
い
ま

す
。私

が
医
師
と
し
て
情
熱
を
注
ぐ
こ
と
の
一
つ
に
高
度

進
行
食
道
が
ん
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、具
体
的
に
は
臓
器

の
機
能
温
存
を
目
指
し
た
合
併
切
除
が
あ
り
ま
す
。食

道
が
ん
に
お
い
て
は
隣
接
す
る
重
要
臓
器（
大
動
脈
、心

臓
、気
管
な
ど
）へ
の
浸
潤
が
致
命
的
と
な
る
患
者
さ
ん

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
私
は
切
除
不
能
と
い

わ
れ
る
ケ
ー
ス
で
も
合
併
切
除
に
よ
る
根
治
を
目
指
す

手
術
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
お
よ
そ

1
0
0
例
を
手
が
け
、国
内
屈
指
の
症
例
数
を
経
験
し

て
お
り
ま
す
。

特
に
気
管
の
合
併
切
除
は
、耳
の
軟
骨
を
用
い
た
自

家
組
織
移
植
に
よ
っ
て
発
声
機
能
を
温
存
す
る
術
式
を

開
発
し
ま
し
た
。初
の
対
象
者
と
な
っ
た
患
者
さ
ん
は

術
後
3
年
が
経
過
す
る
現
在
も
元
気
に
過
ご
さ
れ
て

い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
が
あ
り

ま
す
。当
院
で
は
昨
年
度
ま
で
腎
泌
尿
器
外
科
の
み
で

の
実
施
で
し
た
が
、私
の
着
任
以
来
、消
化
器
外
科
領
域

で
も
着
実
に
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。食
道
が
ん
の
治

療
法
は
抗
が
ん
剤
治
療
や
放
射
線
治
療
を
組
み
合
わ

せ
た
集
学
的
治
療
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。高
度
な
侵
襲
を

伴
う
こ
と
も
多
い
た
め
、地
域
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
早
期
に
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
食
道
が
ん
患
者
は
高
齢
者
が
多
く
、術
後
の
体

力
低
下
や
他
疾
患
の
併
存
を
認
め
る
ケ
ー
ス
が
よ
く

あ
り
ま
す
。術
後
は
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
先
生
方
と
連

携
し
、日
常
生
活
を
よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。前
職
で
は
自
治
体
・
製
薬
会
社
と
共
同
で
術
後
の

患
者
さ
ん
に
対
す
る
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
、手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。当
院
で
も
ぜ
ひ
そ
う

い
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

S p e c i a l i t y  S e r v i c e  I n t e r v i ew
食道がん手術症例ご紹介

関西医科大学附属病院
消化管外科
病院教授

山﨑 誠
Makoto Yamasaki

関 西 医 科 大 学 附 属 病 院

ドック料金 70,000円（税込み）
※各種助成金利用可

当院では、第1・3・5土曜日午前に3名限定の「脳ドック」サービスを開始しました。3テスラの高

性能MRIによる高画質・高精細な脳検査だけでなく、大学病院として最先端の医学的知見に裏打

ちされた基礎検査、頚部エコー検査を実施。また、多数の症例に磨かれた認知機能検査や第一線

で活動を続ける専門医のノウハウで、異常の早期発見を目指します。但し、心臓ペースメーカー・

心臓人工弁（金属製）を装着されている方や、脳動脈瘤の手術を受けた方、妊娠中、閉所恐怖症

の方には提供できませんのでご注意ください。

関西医科大学附属病院からのお知らせ

大学病院の、脳ドック。

関西医科大学附属病院

当院では、地域の先生方に向けて定期的に最新情報を発信するためのWebセミナーを企画しています。

地域連携Webセミナー

4/16（土）14：00～16：00
脳卒中地域連携、胎児治療の導入 など

血液・尿検査 心電図 頸部エコー検査

脳MRI検査 身体測定 認知機能検査

診察・結果の概要説明

関西医科大学附属病院　事務部医事課
●毎月奇数週

●土曜日午前

●3名/1日限定

●完全予約制

詳細はこちらの
QRコードから
ご覧いただけますTEL.072-804-0101

お問い
合せ先

関西医科大学附属病院　地域医療連携部
●視聴は無料です

●事前申し込みが必要です

●調整中の内容は、確定し次第

　改めてご案内差し上げます

第1回の視聴は、
右記QRコードから
お申し込み
いただけますTEL.072-804-2742

お問い
合せ先

視聴
無料
要事前
申し込み

第1回

8/20（土）14：00～16：00（予定）
皮膚科、形成外科領域の最新治療 など

第2回

2023年予定 ※調整中

腎泌尿器外科領域の最新治療など、調整中

第3回
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感
染
制
御
部
は
感
染
症
専
門
医
、感
染
管
理
認
定

看
護
師
、感
染
制
御
認
定
薬
剤
師
な
ど
専
門
資
格
を

有
す
る
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
部
門
で
す
。総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
皆
さ
ま
に
ご
安
心
い
た
だ
け
る

運
営
体
制
を
維
持
で
き
る
よ
う
、か
つ
各
領
域
の
専

門
業
務
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
、感
染
制
御
の
観
点

か
ら
啓
発
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、い
わ
ば
当
院

全
体
の
潤
滑
油
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

特
に
現
在
、当
院
で
は
コ
ロ
ナ
患
者
病
棟
を
設
け
一

般
病
棟
と
分
け
て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、ど
ち
ら
の
病

棟
、ま
た
ど
の
診
療
エ
リ
ア
に
お
い
て
も
患
者
さ
ん
、

従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、病

院
全
体
で
随
時
コ
ロ
ナ
対
策
会
議
を
開
き
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。当
院
が
コ
ロ
ナ
患
者
さ
ん
の
受
け

入
れ
と
同
時
に
通
常
通
り
の
入
院
・
外
来
診
療
を
維

持
で
き
て
い
る
の
は
、第
一
線
で
治
療
に
あ
た
る
医

師
、医
療
ス
タ
ッ
フ
の
懸
命
な
仕
事
ぶ
り
と
、病
院
全

体
の
感
染
制
御
に
対
す
る
取
り
組
み
、こ
の
両
輪
が

う
ま
く
機
能
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

私
は
か
つ
て
心
臓
外
科
を
学
ぶ
た
め
に
中
国
・
北

京
へ
研
修
に
訪
れ
て
い
た
際
、S
A
R
S（
重
症
急
性

呼
吸
器
症
候
群
）の
流
行
を
受
け
、W
H
O
と
中
国
衛

生
部
の
感
染
症
調
査
隊
に
参
加
し
、そ
こ
で
か
つ
て
の

天
然
痘
撲
滅
チ
ー
ム
の
一
員
だ
っ
た
医
師
と
の
出
会

い
も
あ
り
、渡
航
医
学
、感
染
制
御
の
領
域
に
携
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ
ト
に
も

た
ら
す
影
響
は
決
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
S
A
R
S
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
、ひ
と
た
び
感

染
症
と
し
て
流
行
し
て
し
ま
え
ば
罹
患
し
た
個
人
の

み
な
ら
ず
地
域
、社
会
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

つ
ま
り
感
染
予
防
と
は
、社
会
全
体
を
守
る
こ
と
で

も
あ
る
の
で
す
。

状
況
が
落
ち
着
き
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
限
ら
ず
感
染
対
策
に
つ
い
て
、地
域
の
先
生

方
と
情
報
交
換
、意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
感
染
予
防

策
の
み
な
ら
ず
、知
恵
や
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
、地

域
全
体
で
人
々
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
感
染
症
対

策
を
高
め
て
い
け
る
よ
う
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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S p e c i a l i t y  S e r v i c e  
I n t e r v i ew

コロナ禍における感染制御について

いかなる状況下でも
安心・安全な医療を
スムーズに提供するために

関西医科大学総合医療センター
感染制御部 部長

三島 伸介
Nobuyuki Mishima

関 西 医 科 大 学 総 合 医 療 セ ン タ ー 関 西 医 科 大 学 附 属 病 院

1998年3月
1998年4月
2000年5月
2003年6月

2007年4月
2007年7月
2014年4月
2021年4月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属病院 胸部外科 入局
首都医科大学附属友誼病院 胸心血管外科
北京滞在中、重症急性呼吸器症候群（SARS）の世界的流行を受け、
WHOと中国衛生部による合同調査隊（臨床感染制御）に参加
関西医科大学 公衆衛生学講座（現 衛生・公衆衛生学講座）
関西医科大学総合医療センターにて海外渡航者医療センターを開設
りんくう総合医療センター 総合内科・感染症内科 勤務
関西医科大学総合医療センター 感染制御部 部長、
海外渡航者医療センター 外来担当

PROFILE

コロナ禍における取り組み

利用料金

相談時間

44,000円

60分（最大）

（税込み）

高度情報化社会の進展により、医療に対する多角的な意見を求める

患者さんのニーズは高まっています。こうした社会情勢も踏まえて当院

では、従来から活用が進むセカンドオピニオンサービスのオンライン版

をスタートさせました。当院の営業時間内であればいつでも、どこから

でも、多数の症例を経験して様々な角度から研鑽を積んだ専門医がセ

カンドオピニオンを提供いたします。患者さんからお申し出があった際

は、下記特設ページをご確認いただき、必要書類をダウンロードの上患

者さんにご説明ください。

関西医科大学附属病院からのお知らせ

オンライン・セカンドオピニオン外来。

関西医科大学附属病院　地域医療連携部
病診連携課　オンライン・セカンドオピニオン担当

●オンライン・セカンドオピニオン
　外来のご利用には、当院の
　診療費後払いサービスへの
　登録が必要です

詳細はこちらの
QRコードから
ご覧いただけますTEL.072-804-2742

お問い
合せ先

1
FAXにてお申し込みください

FAX.072-804-2861
※申込書、患者保険情報連絡票は、本ページ
　右下部のQRコードからダウンロードください

2
診療情報提供書、
各種検査・画像データを
患者さんにお渡しください 3

担当医に確認の上、相談日時を
患者さんにご連絡します
※日程調整に1週間程度お日にちがかかります。
　また、相談内容によっては対応致しかねる場合が
　ありますので、あらかじめご了承ください。

書類送付先
関西医科大学附属病院　地域医療連携部　病診連携課　オンライン・セカンドオピニオン担当
〒573-1191　大阪府枚方市新町2-3-1
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医
療
・
介
護
に
対
す
る
需
要
が
増
え
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
お
り
、国
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
当
院
に
お
い
て
も
、病

気
を
抱
え
る
患
者
さ
ん
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、地
域
・
外
来
・
入
院
で
の
経
過
を
切
れ
目
な
く

支
援
す
る「
継
続
看
護
」に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。そ

の
一
翼
を
担
う
の
が
、「
入
院
前
支
援
窓
口
」で
す
。

入
院
前
支
援
で
は
、入
院
を
迎
え
る
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
に
看
護
師
が
面
談
を
行
い
ま
す
。入
院
中
の
治
療
・

検
査
に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
た
り
、患
者
さ
ん
の

社
会
的
背
景
・
ご
不
安
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
り
す
る
こ

と
で
、安
心
し
て
入
院
生
活
に
臨
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
目
的
で
す
。具
体
的
に
は
入
院
前
支
援
計
画
書
や
ク

リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
用
い
て
説
明
を
行
い
、入
院
中
の
生
活

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
し
て
必
要
な
ケ

ア
を
入
院
直
後
か
ら
提
供
で
き
る
よ
う
、患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
思
い
を
う
か
が
い
、身
体
的
・
社
会
的
・
精
神

的
な
背
景
の
状
況
を
確
認
。服
薬
中
の
薬
剤
や
栄
養
状

態
、嚥
下
機
能
の
状
態
な
ど
も
把
握
し
、す
べ
て
の
情
報

を
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
に
あ
た
る
医
師
や
看
護
師
、薬
剤

師
、 管
理
栄
養
士
な
ど
関
連
職
種
と
共
有
し
ま
す
。

ま
た
、私
た
ち
は
退
院
後
を
見
据
え
た
サ
ポ
ー
ト
も

実
施
し
て
い
ま
す
。ご
利
用
中
の
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、退
院
後
の
生
活
に
お
け
る
不
安
や
障
壁
と
な
り
得

る
こ
と
を
う
か
が
い
、退
院
支
援
看
護
師
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、併
設
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
。患
者
さ
ん
に

は
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、介
護
福
祉
物
品
の
活
用
な

ど
、退
院
後
の
生
活
の
ご
不
安
解
消
に
つ
な
が
る
策
を

ご
提
案
し
て
い
ま
す
。

面
談
時
、ご
不
安
が
強
い
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
は

そ
の
場
で
他
の
職
種
と
連
携
す
る
な
ど
、ど
な
た
も
安

心
し
て
ご
入
院
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て

お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
心
に

寄
り
添
い
、地
域
の
皆
さ
ま
と
当
院
を
つ
な
ぐ
か
け
橋

と
し
て
、継
続
看
護
の
実
践
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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S p e c i a l i t y  S e r v i c e  
I n t e r v i ew

入院前支援の充実

退院後まで見据えたご案内で
患者さんと病棟、
そして地域へのかけ橋に

1990年

1999年

2020年

関西医科大学附属看護專門学校 第2看護学科 卒業
関西医科大学附属病院（現・関西医科大学総合医療センター）入職
看護師免許取得
大阪赤十字助産婦学校 卒業
助産師免許取得
関西医科大学総合医療センター 地域医療連携部へ異動

PROFILE

関西医科大学総合医療センター
地域医療連携部
入院前支援

平谷 栄美
Emi Hiratani

関 西 医 科 大 学 総 合 医 療 セ ン タ ー 関 西 医 科 大 学 総 合 医 療 セ ン タ ー

室
田
　
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
以
来
、規
模
の
大
小
に

関
わ
ら
ず
、医
療
関
連
施
設
は
未
曾
有
の
事
態
へ
の
対

応
に
迫
ら
れ
る
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。地
域
の
先
生

方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、さ
ま
ざ
ま
な
ご
配
慮
や
工
夫
の

う
え
診
療
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
の
兆
し
を

見
せ
た
当
初
よ
り
、従
来
の
診
療
体
制
に
加
え
コ
ロ
ナ
患

者
さ
ん
、特
に
重
症
患
者
さ
ん
の
積
極
的
な
受
け
入
れ

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。敷
地
内
に
あ
る
南
館
の
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
に
現
在
は
52
床
の
コ
ロ
ナ
病
床
を
設
け
、

持
病
や
ケ
ガ
で
手
術
が
必
要
な
コ
ロ
ナ
患
者
さ
ん
の
受

け
入
れ
、手
術
対
応
も
行
っ
て
い
ま
す
。

吉
矢
　
こ
れ
ま
で
当
院
は
国
内
の
大
学
病
院
で
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
新
型
コ
ロ
ナ
重
症
症
例
を
受
け
入
れ
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
は
救
急
医
学
科
診
療
部
長
で
あ
る
中
森

医
師
を
は
じ
め
、救
急
医
療
に
あ
た
る
全
ス
タ
ッ
フ
の「
一

人
の
命
も
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
」と
い
う
熱
意
に
よ
る
も
の

で
す
。2
0
2
1
年
11
月
に
は
大
阪
府
の
要
請
を
受
け
、

同
館
内
に
大
阪
コ
ロ
ナ
重
症
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
初
期
か
ら
多
く
の
患

者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
る

の
で
は
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

室
田
　
従
来
、救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
救
急
患
者
さ
ん

の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
が
入
る
窓
口
で
し
た
が
、現
在
は

コ
ロ
ナ
患
者
さ
ん
の
専
用
病
棟
と
な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
地

域
、他
医
療
機
関
よ
り
対
応
困
難
な
症
例
を
受
け
入
れ

る
専
門
病
棟
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
2
0
2
0
年
12
月
よ
り
、各
診
療
領
域
の
協

力
の
も
と
新
た
に
E
R
型
救
急
の
体
制
を
整
え
ま
し

た
。救
命
救
急
医
療
機
関
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
な

が
ら
、コ
ロ
ナ
患
者
さ
ん
と
一
般
患
者
さ
ん
、ど
ち
ら
に
も

可
能
な
限
り
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
割
り
振
る
た
め
の
施
策

で
す
。そ
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
の
が
G
I
C
U（
総
合
集

中
治
療
部
）の
吉
矢
医
師
で
す
。

吉
矢
　
G
I
C
U
は
以
前
よ
り
、救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

に
搬
送
さ
れ
て
く
る
患
者
さ
ん
の
受
け
皿
と
し
て
の
機

能
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
各
診
療
科
の
橋
渡
し

役
、急
変
患
者
さ
ん
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
一
次
救
急・二
次
救
急
の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
各
診
療

科
、一
般
病
棟
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
役
割
分
担
し
て
運

営
し
て
い
ま
す
。ま
た
当
院
で
三
次
救
急
の
病
床
が
確
保

で
き
な
い
場
合
に
は
、枚
方
の
附
属
病
院
に
繋
ぐ
こ
と
も

可
能
で
す
。

室
田
　
当
院
を
か
か
り
つ
け
と
し
て
受
診
さ
れ
て
い
る

患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
の
先
生
方
か
ら
の
ご
紹

介
患
者
さ
ん
も
従
来
ど
お
り
対
応
す
る
体
制
を
整
え
て

ま
い
り
ま
す
。ま
た
今
年
4
月
に
は
以
前
か
ら
計
画
し
て

い
た
予
定
を
早
め
、G
I
C
U
を
9
床
、H
C
U（
高
度
治

療
室
）を
8
床
に
拡
張
し
、一
般
重
症
患
者
さ
ん
の
受
け

入
れ
体
制
を
拡
充
し
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
日
々
は
続
き
そ
う
で

す
が
、北
河
内
エ
リ
ア
、特
に
守
口
市
や
門
真
市
近
辺
で

頼
り
に
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、常

に
一
丸
と
な
っ
て
迅
速
な
診
療
体
制
を
整
え
、維
持
に
努

め
ま
す
の
で
、地
域
の
先
生
方
に
は
ご
安
心
い
た
だ
け
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。

S p e c i a l i t y  S e r v i c e  
C o n v e r s a t i o n

コロナ禍における
救急搬送の受け入れについて

1984年3月
1984年6月
1984年12月
1987年1月
1991年4月
1996年10月
2001年6月
2002年4月
2006年1月

2008年4月
2011年3月
2012年4月
2018年4月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学 泌尿器科 研修医
関西医科大学 泌尿器科学講座 助手
関西医科大学付属香里病院 泌尿器科 外来医長
関西医科大学附属洛西ニュータウン病院 泌尿器科 医長
関西医科大学附属香里病院 泌尿器科 外来医長
関西医科大学 泌尿器科学教室 講師
関西医科大学附属香里病院 泌尿器科 部長
関西医科大学附属滝井病院
（現・関西医科大学総合医療センター）
腎泌尿器外科 診療部長、医療安全管理部 部長（併任）
関西医科大学附属滝井病院 中央手術部 部長（併任）
関西医科大学附属滝井病院 副病院長
関西医科大学附属滝井病院 地域医療連携部 部長（併任）
関西医科大学総合医療センター 病床運営管理部 部長

PROFILE

コロナ患者さんも

一般患者さんも、

一人も取りこぼさない

診療体制維持を使命として

関西医科大学総合医療センター
副病院長

室田 卓之
Takashi Murota

1997年3月
1997年6月
1998年6月
2004年3月
2004年4月
2007年9月
2007年12月
2008年8月
2010年4月

2019年8月
2019年9月

大阪大学医学部医学科 卒業
大阪大学医学部附属病院 特殊救急部 医員（研修医）
国立東静病院レジデント（外科研修）
大阪大学大学院医学系研究科博士課程 修了
大阪大学医学部附属病院 特殊救急部
阪和記念病院 脳神経外科 医長
大阪大学医学部附属病院 高度救命救急センター 医師
大阪大学医学部附属病院 救急医学科 助教
米国ハーバード大学べス・イスラエル・ディーコネス・
メディカルセンター 研究員
関西医科大学総合医療センター 救急医学科 病院教授
関西医科大学総合医療センター 総合集中治療部 部長

PROFILE

関西医科大学総合医療センター
総合集中治療部 部長

吉矢 和久
Kazuhisa Yoshiya

コロナ禍における取り組み



医
療
・
介
護
に
対
す
る
需
要
が
増
え
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
お
り
、国
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
当
院
に
お
い
て
も
、病

気
を
抱
え
る
患
者
さ
ん
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、地
域
・
外
来
・
入
院
で
の
経
過
を
切
れ
目
な
く

支
援
す
る「
継
続
看
護
」に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。そ

の
一
翼
を
担
う
の
が
、「
入
院
前
支
援
窓
口
」で
す
。

入
院
前
支
援
で
は
、入
院
を
迎
え
る
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
に
看
護
師
が
面
談
を
行
い
ま
す
。入
院
中
の
治
療
・

検
査
に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
た
り
、患
者
さ
ん
の

社
会
的
背
景
・
ご
不
安
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
り
す
る
こ

と
で
、安
心
し
て
入
院
生
活
に
臨
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
目
的
で
す
。具
体
的
に
は
入
院
前
支
援
計
画
書
や
ク

リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
用
い
て
説
明
を
行
い
、入
院
中
の
生
活

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
し
て
必
要
な
ケ

ア
を
入
院
直
後
か
ら
提
供
で
き
る
よ
う
、患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
思
い
を
う
か
が
い
、身
体
的
・
社
会
的
・
精
神

的
な
背
景
の
状
況
を
確
認
。服
薬
中
の
薬
剤
や
栄
養
状

態
、嚥
下
機
能
の
状
態
な
ど
も
把
握
し
、す
べ
て
の
情
報

を
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
に
あ
た
る
医
師
や
看
護
師
、薬
剤

師
、 管
理
栄
養
士
な
ど
関
連
職
種
と
共
有
し
ま
す
。

ま
た
、私
た
ち
は
退
院
後
を
見
据
え
た
サ
ポ
ー
ト
も

実
施
し
て
い
ま
す
。ご
利
用
中
の
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、退
院
後
の
生
活
に
お
け
る
不
安
や
障
壁
と
な
り
得

る
こ
と
を
う
か
が
い
、退
院
支
援
看
護
師
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、併
設
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
。患
者
さ
ん
に

は
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、介
護
福
祉
物
品
の
活
用
な

ど
、退
院
後
の
生
活
の
ご
不
安
解
消
に
つ
な
が
る
策
を

ご
提
案
し
て
い
ま
す
。

面
談
時
、ご
不
安
が
強
い
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
は

そ
の
場
で
他
の
職
種
と
連
携
す
る
な
ど
、ど
な
た
も
安

心
し
て
ご
入
院
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て

お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
心
に

寄
り
添
い
、地
域
の
皆
さ
ま
と
当
院
を
つ
な
ぐ
か
け
橋

と
し
て
、継
続
看
護
の
実
践
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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1990年
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2020年
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助産師免許取得
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PROFILE

関西医科大学総合医療センター
地域医療連携部
入院前支援

平谷 栄美
Emi Hiratani

関 西 医 科 大 学 総 合 医 療 セ ン タ ー 関 西 医 科 大 学 総 合 医 療 セ ン タ ー

室
田

　コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
以
来
、規
模
の
大
小
に

関
わ
ら
ず
、医
療
関
連
施
設
は
未
曾
有
の
事
態
へ
の
対

応
に
迫
ら
れ
る
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。地
域
の
先
生

方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、さ
ま
ざ
ま
な
ご
配
慮
や
工
夫
の

う
え
診
療
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　当
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
の
兆
し
を

見
せ
た
当
初
よ
り
、従
来
の
診
療
体
制
に
加
え
コ
ロ
ナ
患

者
さ
ん
、特
に
重
症
患
者
さ
ん
の
積
極
的
な
受
け
入
れ

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。敷
地
内
に
あ
る
南
館
の
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
に
現
在
は
52
床
の
コ
ロ
ナ
病
床
を
設
け
、

持
病
や
ケ
ガ
で
手
術
が
必
要
な
コ
ロ
ナ
患
者
さ
ん
の
受

け
入
れ
、手
術
対
応
も
行
っ
て
い
ま
す
。

吉
矢

　こ
れ
ま
で
当
院
は
国
内
の
大
学
病
院
で
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
新
型
コ
ロ
ナ
重
症
症
例
を
受
け
入
れ
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
は
救
急
医
学
科
診
療
部
長
で
あ
る
中
森

医
師
を
は
じ
め
、救
急
医
療
に
あ
た
る
全
ス
タ
ッ
フ
の「
一

人
の
命
も
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
」と
い
う
熱
意
に
よ
る
も
の

で
す
。2
0
2
1
年
11
月
に
は
大
阪
府
の
要
請
を
受
け
、

同
館
内
に
大
阪
コ
ロ
ナ
重
症
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
初
期
か
ら
多
く
の
患

者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
る

の
で
は
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

室
田

　従
来
、救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
救
急
患
者
さ
ん

の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
が
入
る
窓
口
で
し
た
が
、現
在
は

コ
ロ
ナ
患
者
さ
ん
の
専
用
病
棟
と
な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
地

域
、他
医
療
機
関
よ
り
対
応
困
難
な
症
例
を
受
け
入
れ

る
専
門
病
棟
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
2
0
2
0
年
12
月
よ
り
、各
診
療
領
域
の
協

力
の
も
と
新
た
に
E
R
型
救
急
の
体
制
を
整
え
ま
し

た
。救
命
救
急
医
療
機
関
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
な

が
ら
、コ
ロ
ナ
患
者
さ
ん
と
一
般
患
者
さ
ん
、ど
ち
ら
に
も

可
能
な
限
り
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
割
り
振
る
た
め
の
施
策

で
す
。そ
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
の
が
G
I
C
U（
総
合
集

中
治
療
部
）の
吉
矢
医
師
で
す
。

吉
矢

　G
I
C
U
は
以
前
よ
り
、救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

に
搬
送
さ
れ
て
く
る
患
者
さ
ん
の
受
け
皿
と
し
て
の
機

能
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
各
診
療
科
の
橋
渡
し

役
、急
変
患
者
さ
ん
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　一
次
救
急・二
次
救
急
の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
各
診
療

科
、一
般
病
棟
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
役
割
分
担
し
て
運

営
し
て
い
ま
す
。ま
た
当
院
で
三
次
救
急
の
病
床
が
確
保

で
き
な
い
場
合
に
は
、枚
方
の
附
属
病
院
に
繋
ぐ
こ
と
も

可
能
で
す
。

室
田

　当
院
を
か
か
り
つ
け
と
し
て
受
診
さ
れ
て
い
る

患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
の
先
生
方
か
ら
の
ご
紹

介
患
者
さ
ん
も
従
来
ど
お
り
対
応
す
る
体
制
を
整
え
て

ま
い
り
ま
す
。ま
た
今
年
4
月
に
は
以
前
か
ら
計
画
し
て

い
た
予
定
を
早
め
、G
I
C
U
を
9
床
、H
C
U（
高
度
治

療
室
）を
8
床
に
拡
張
し
、一
般
重
症
患
者
さ
ん
の
受
け

入
れ
体
制
を
拡
充
し
ま
す
。

　ま
だ
ま
だ
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
日
々
は
続
き
そ
う
で

す
が
、北
河
内
エ
リ
ア
、特
に
守
口
市
や
門
真
市
近
辺
で

頼
り
に
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、常

に
一
丸
と
な
っ
て
迅
速
な
診
療
体
制
を
整
え
、維
持
に
努

め
ま
す
の
で
、地
域
の
先
生
方
に
は
ご
安
心
い
た
だ
け
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。

S p e c i a l i t y  S e r v i c e  
C o n v e r s a t i o n

コロナ禍における
救急搬送の受け入れについて

1984年3月
1984年6月
1984年12月
1987年1月
1991年4月
1996年10月
2001年6月
2002年4月
2006年1月

2008年4月
2011年3月
2012年4月
2018年4月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学 泌尿器科 研修医
関西医科大学 泌尿器科学講座 助手
関西医科大学付属香里病院 泌尿器科 外来医長
関西医科大学附属洛西ニュータウン病院 泌尿器科 医長
関西医科大学附属香里病院 泌尿器科 外来医長
関西医科大学 泌尿器科学教室 講師
関西医科大学附属香里病院 泌尿器科 部長
関西医科大学附属滝井病院
（現・関西医科大学総合医療センター）
腎泌尿器外科 診療部長、医療安全管理部 部長（併任）
関西医科大学附属滝井病院 中央手術部 部長（併任）
関西医科大学附属滝井病院 副病院長
関西医科大学附属滝井病院 地域医療連携部 部長（併任）
関西医科大学総合医療センター 中央手術部及び
関西医科大学総合医療センター 病床運営管理部 部長

PROFILE

コロナ患者さんも

一般患者さんも、

一人も取りこぼさない

診療体制維持を使命として

関西医科大学総合医療センター
副病院長

室田 卓之
Takashi Murota

1997年3月
1997年6月
1998年6月
2004年3月
2004年4月
2007年9月
2007年12月
2008年8月
2010年4月

2019年8月
2019年9月

大阪大学医学部医学科 卒業
大阪大学医学部附属病院 特殊救急部 医員（研修医）
国立東静病院レジデント（外科研修）
大阪大学大学院医学系研究科博士課程 修了
大阪大学医学部附属病院 特殊救急部
阪和記念病院 脳神経外科 医長
大阪大学医学部附属病院 高度救命救急センター 医師
大阪大学医学部附属病院 救急医学科 助教
米国ハーバード大学べス・イスラエル・ディーコネス・
メディカルセンター 研究員
関西医科大学総合医療センター 救急医学科 病院教授
関西医科大学総合医療センター 総合集中治療部 部長

PROFILE

関西医科大学総合医療センター
総合集中治療部 部長

吉矢 和久
Kazuhisa Yoshiya

コロナ禍における取り組み



昨
年
よ
り
実
施
し
て
い
る「
地
域
医
療
連
携
W
e
b

セ
ミ
ナ
ー
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。従
来
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、参
加
者
同
士
が
顔
の
見
え
る
対
面
形
式
で
実

施
し
て
お
り
ま
し
た
。最
新
の
医
療
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
共

有
し
た
り
貴
重
な
ご
意
見
を
う
か
が
っ
た
り
と
、ご
参

加
い
た
だ
く
先
生
方
に
も
私
た
ち
に
も
有
意
義
な
交

流
の
場
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に

よ
り
開
催
が
難
し
く
な
り
、打
開
策
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
の
が
W
e
b
型
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。初
回
は
昨
年
7

月
に
開
催
し
、企
画
・
運
営
か
ら
地
域
の
先
生
方
へ
の
お

声
が
け
ま
で
す
べ
て
模
索
し
な
が
ら
で
し
た
が
、ご
登

壇
い
た
だ
い
た
先
生
方
や
エ
ン
ト
リ
ー
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。予
想
を
超
え
る
約
3
0
0
名
に
ご
視
聴
い

た
だ
き
、そ
の
後
11
月
に
第
2
回
、今
年
3
月
に
第
3
回

と
継
続
的
に
開
催
。当
院
の
活
動
を
機
に
関
連
す
る
附

属
病
院
で
も
そ
れ
ぞ
れ
が
同
様
の
W
e
b
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
運
び
と
な
り
、喜
ば
し
い
展
開
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。

W
e
b
型
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
、循
環
器
、腎
臓
、代

謝
な
ど
毎
回
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
な
る
領
域
を
据
え
、複

数
の
学
術
講
演
＋
α
で
幅
広
い
話
題
を
ご
提
供
で
き
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。気
軽
に
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、医
師
に
限
ら
ず
医
療
に
従
事
さ
れ
る
方
々
も
、

ご
興
味
を
お
持
ち
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

交
流
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、や
は
り
対
面
形
式

に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に

上
限
が
な
い
こ
と
、遠
方
の
方
で
も
ご
参
加
可
能
な
こ

と
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
視
聴
が
難
し
い
場
合
に
も
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
信
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
点
な
ど
、W
e
b

開
催
な
ら
で
は
の
良
さ
を
発
見
し
ま
し
た
。当
面
は

W
e
b
形
式
で
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、世

情
が
落
ち
着
い
た
暁
に
は
セ
ミ
ナ
ー
を〝
直
接
参
加
型

＋
W
e
b
視
聴
型
〞の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
へ
進
化
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。2
0
2
2
年
度
か
ら
は
従
来

の
よ
う
に
地
域
の
先
生
方
に
も
ご
登
壇
い
た
だ
き
た
い

と
企
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、さ
ら
な
る

発
展
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

2
0
2
1
年
10
月
に
当
院
へ
着
任
い
た
し
ま
し
た
、

石
丸
と
申
し
ま
す
。医
学
生
だ
っ
た
頃
に
公
衆
衛
生
な

ど
社
会
医
学
に
強
く
惹
か
れ
、専
門
診
療
よ
り
も
総
合

診
療
に
携
わ
り
た
い
と
、当
時
い
ち
早
く
総
合
診
療
科

を
設
け
て
い
た
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
へ
勤
め
ま
し

た
。前
職
で
は
総
合
診
療
・
総
合
内
科
お
よ
び
リ
ウ
マ

チ・
膠
原
病
領
域
の
臨
床
と
、初
期
・
後
期
研
修
医
教
育
、

救
急
診
療
な
ど
に
従
事
し
、診
療
分
野
と
し
て
は
不
明

熱
を
は
じ
め
診
断
が
つ
か
な
い
事
例
、リ
ウ
マ
チ
・
膠
原

病
、感
染
症
患
者
、高
齢
者
医
療
な
ど
を
主
と
し
て
お
り

ま
し
た
。当
院
に
お
い
て
も
、総
合
診
療
科
部
長
と
し
て

幅
広
い
診
療
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
院
で
は
今
年
1
月
か
ら「
内
科
・
総
合
診
療
科
」を

設
け
ま
し
た
。総
合
診
療
は「
プ
ラ
イ
マ
リ・ケ
ア
」と
も
称

さ
れ
、特
定
の
臓
器
や
疾
患
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、

内
科・外
科・小
児
科
な
ど
幅
広
い
知
識
を
備
え
た
医
師

が
患
者
さ
ん
を
総
合
的
に
診
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、慢
性
的
な
疾
患
に
加
え
て
肺
炎
や
腎
盂

腎
炎
の
よ
う
な
感
染
症
を
発
症
し
た
患
者
さ
ん
、ま
た

「
所
見
で
は
原
因
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
具
合
が
悪
い
」

「
ど
の
診
療
科
へ
紹
介
す
る
の
が
適
切
か
判
断
し
か
ね

る
」と
い
っ
た
方
の
受
け
入
れ
窓
口
と
し
て
の
機
能
を

担
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、そ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。領
域
を
ま
た
ぐ
複
数
の
病

態
を
抱
え
る
患
者
さ
ん
を
診
療
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。治
療
が
終
わ
れ
ば
地
域
に
お
帰
り
い
た
だ
く
よ
う

努
め
て
お
り
ま
す
し
、必
要
が
あ
れ
ば
当
院
や
関
連
病

院
の
専
門
領
域
で
適
切
な
ケ
ア
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

11KANSAI MEDICAL UNIVERSITY group12

New  P r o f e s s o r  
I n t e r v i ew

新任教授に聞く

医療従事者向け 地域連携Webセミナー
S p e c i a l i t y  S e r v i c e  I n t e r v i ew

総合診療科を創設。
地域密着型病院として
包括的ケアシステムの
構築を目指します

1992年3月
1992年5月
1994年5月
1996年5月
1997年5月
2008年5月
2011年4月
2018年1月
2021年10月

大阪大学医学部 卒業
天理よろづ相談所病院 ジュニアレジデント
天理よろづ相談所病院 シニアレジデント（内科ローテートコース）
天理よろづ相談所病院 チーフレジデント（内科ローテートコース）
天理よろづ相談所病院 総合診療教育部 医員
天理よろづ相談所病院 救急診療部 副部長（兼任）
天理よろづ相談所病院 総合診療教育部 副部長
天理よろづ相談所病院 救急診療部 部長（兼任）
関西医科大学 理事長特命 教授
（総合診療医学講座（地域医療学））、
関西医科大学香里病院 総合診療科 部長

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

PROFILE

関西医科大学香里病院
内科・総合診療科
部長

石丸 裕康
Hiroyasu Ishimaru

関 西 医 科 大 学 香 里 病 院

総
合
診
療
科
と
は

関 西 医 科 大 学 総 合 医 療 セ ン タ ー

1996年3月
1996年5月
2008年4月
2012年4月
2014年4月
2015年5月
2016年5月
2017年4月
2021年4月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学 外科 入局
関西医科大学附属枚方病院（現・附属病院）外科 助教
関西医科大学附属枚方病院（現・附属病院）外科 診療講師
関西医科大学附属滝井病院（現・総合医療センター）外科 診療講師
関西医科大学総合滝井病院（現・総合医療センター）外科 講師
関西医科大学総合医療センター 外科 病院准教授
関西医科大学総合医療センター 地域医療連携部 部長
関西医科大学総合医療センター 骨盤機能センター センター長

PROFILE

医
療
従
事
者
の
方
々
に
向
け
、

気
軽
に
ご
視
聴
い
た
だ
け
る

W
e
b
型
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す

関西医科大学総合医療センター
地域医療連携部 部長

徳原 克治 Katsuji  Tokuhara



昨
年
よ
り
実
施
し
て
い
る「
地
域
医
療
連
携
W
e
b

セ
ミ
ナ
ー
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。従
来
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、参
加
者
同
士
が
顔
の
見
え
る
対
面
形
式
で
実

施
し
て
お
り
ま
し
た
。最
新
の
医
療
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
共

有
し
た
り
貴
重
な
ご
意
見
を
う
か
が
っ
た
り
と
、ご
参

加
い
た
だ
く
先
生
方
に
も
私
た
ち
に
も
有
意
義
な
交

流
の
場
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に

よ
り
開
催
が
難
し
く
な
り
、打
開
策
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
の
が
W
e
b
型
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。初
回
は
昨
年
7

月
に
開
催
し
、企
画
・
運
営
か
ら
地
域
の
先
生
方
へ
の
お

声
が
け
ま
で
す
べ
て
模
索
し
な
が
ら
で
し
た
が
、ご
登

壇
い
た
だ
い
た
先
生
方
や
エ
ン
ト
リ
ー
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。予
想
を
超
え
る
約
3
0
0
名
に
ご
視
聴
い

た
だ
き
、そ
の
後
11
月
に
第
2
回
、今
年
3
月
に
第
3
回

と
継
続
的
に
開
催
。当
院
の
活
動
を
機
に
関
連
す
る
附

属
病
院
で
も
そ
れ
ぞ
れ
が
同
様
の
W
e
b
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
運
び
と
な
り
、喜
ば
し
い
展
開
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。

W
e
b
型
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
、循
環
器
、腎
臓
、代

謝
な
ど
毎
回
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
な
る
領
域
を
据
え
、複

数
の
学
術
講
演
＋
α
で
幅
広
い
話
題
を
ご
提
供
で
き
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。気
軽
に
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、医
師
に
限
ら
ず
医
療
に
従
事
さ
れ
る
方
々
も
、

ご
興
味
を
お
持
ち
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

交
流
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、や
は
り
対
面
形
式

に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に

上
限
が
な
い
こ
と
、遠
方
の
方
で
も
ご
参
加
可
能
な
こ

と
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
視
聴
が
難
し
い
場
合
に
も
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
信
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
点
な
ど
、W
e
b

開
催
な
ら
で
は
の
良
さ
を
発
見
し
ま
し
た
。当
面
は

W
e
b
形
式
で
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、世

情
が
落
ち
着
い
た
暁
に
は
セ
ミ
ナ
ー
を〝
直
接
参
加
型

＋
W
e
b
視
聴
型
〞の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
へ
進
化
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。2
0
2
2
年
度
か
ら
は
従
来

の
よ
う
に
地
域
の
先
生
方
に
も
ご
登
壇
い
た
だ
き
た
い

と
企
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、さ
ら
な
る

発
展
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

2
0
2
1
年
10
月
に
当
院
へ
着
任
い
た
し
ま
し
た
、

石
丸
と
申
し
ま
す
。医
学
生
だ
っ
た
頃
に
公
衆
衛
生
な

ど
社
会
医
学
に
強
く
惹
か
れ
、専
門
診
療
よ
り
も
総
合

診
療
に
携
わ
り
た
い
と
、当
時
い
ち
早
く
総
合
診
療
科

を
設
け
て
い
た
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
へ
勤
め
ま
し

た
。前
職
で
は
総
合
診
療
・
総
合
内
科
お
よ
び
リ
ウ
マ

チ・
膠
原
病
領
域
の
臨
床
と
、初
期
・
後
期
研
修
医
教
育
、

救
急
診
療
な
ど
に
従
事
し
、診
療
分
野
と
し
て
は
不
明

熱
を
は
じ
め
診
断
が
つ
か
な
い
事
例
、リ
ウ
マ
チ
・
膠
原

病
、感
染
症
患
者
、高
齢
者
医
療
な
ど
を
主
と
し
て
お
り

ま
し
た
。当
院
に
お
い
て
も
、総
合
診
療
科
部
長
と
し
て

幅
広
い
診
療
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
院
で
は
今
年
1
月
か
ら「
内
科
・
総
合
診
療
科
」を

設
け
ま
し
た
。総
合
診
療
は「
プ
ラ
イ
マ
リ・ケ
ア
」と
も
称

さ
れ
、特
定
の
臓
器
や
疾
患
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、

内
科・外
科・小
児
科
な
ど
幅
広
い
知
識
を
備
え
た
医
師

が
患
者
さ
ん
を
総
合
的
に
診
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、慢
性
的
な
疾
患
に
加
え
て
肺
炎
や
腎
盂

腎
炎
の
よ
う
な
感
染
症
を
発
症
し
た
患
者
さ
ん
、ま
た

「
所
見
で
は
原
因
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
具
合
が
悪
い
」

「
ど
の
診
療
科
へ
紹
介
す
る
の
が
適
切
か
判
断
し
か
ね

る
」と
い
っ
た
方
の
受
け
入
れ
窓
口
と
し
て
の
機
能
を

担
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、そ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。領
域
を
ま
た
ぐ
複
数
の
病

態
を
抱
え
る
患
者
さ
ん
を
診
療
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。治
療
が
終
わ
れ
ば
地
域
に
お
帰
り
い
た
だ
く
よ
う

努
め
て
お
り
ま
す
し
、必
要
が
あ
れ
ば
当
院
や
関
連
病

院
の
専
門
領
域
で
適
切
な
ケ
ア
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
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New  P r o f e s s o r  
I n t e r v i ew

新任教授に聞く

医療従事者向け 地域連携Webセミナー
S p e c i a l i t y  S e r v i c e  I n t e r v i ew

総合診療科を創設。
地域密着型病院として
包括的ケアシステムの
構築を目指します

1992年3月
1992年5月
1994年5月
1996年5月
1997年5月
2008年5月
2011年4月
2018年1月
2021年10月

大阪大学医学部 卒業
天理よろづ相談所病院 ジュニアレジデント
天理よろづ相談所病院 シニアレジデント（内科ローテートコース）
天理よろづ相談所病院 チーフレジデント（内科ローテートコース）
天理よろづ相談所病院 総合診療教育部 医員
天理よろづ相談所病院 救急診療部 副部長（兼任）
天理よろづ相談所病院 総合診療教育部 副部長
天理よろづ相談所病院 救急診療部 部長（兼任）
関西医科大学 理事長特命 教授
（総合診療医学講座（地域医療学））、
関西医科大学香里病院 総合診療科 部長

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

PROFILE

関西医科大学香里病院
内科・総合診療科
部長

石丸 裕康
Hiroyasu Ishimaru

関 西 医 科 大 学 香 里 病 院

総
合
診
療
科
と
は

関 西 医 科 大 学 総 合 医 療 セ ン タ ー

1996年3月
1996年5月
2008年4月
2012年4月
2014年4月
2015年5月
2016年5月
2017年4月
2021年4月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学 外科 入局
関西医科大学附属枚方病院（現・附属病院）外科 助教
関西医科大学附属枚方病院（現・附属病院）外科 診療講師
関西医科大学附属滝井病院（現・総合医療センター）外科 診療講師
関西医科大学総合滝井病院（現・総合医療センター）外科 講師
関西医科大学総合医療センター 外科 病院准教授
関西医科大学総合医療センター 地域医療連携部 部長
関西医科大学総合医療センター 骨盤機能センター センター長

PROFILE

医
療
従
事
者
の
方
々
に
向
け
、

気
軽
に
ご
視
聴
い
た
だ
け
る

W
e
b
型
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す

関西医科大学総合医療センター
地域医療連携部 部長

徳原 克治 Katsuji  Tokuhara



私
は
自
身
が
携
わ
っ
て
き
た
総
合
診
療
領
域
の
動
向

や
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
診
療
状
況
を
考
え
る
中
、診
療

所
か
ら
中
小
規
模
病
院
を
基
盤
と
す
る
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
確
立
が
現
代
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
高
齢
者
が
増
え
る
今
、こ
れ
ま
で
当
た

り
前
で
あ
っ
た〝
普
段
は
か
か
り
つ
け
医
の
も
と
へ
通

い
、何
か
あ
れ
ば
大
き
な
病
院
の
急
性
期
医
療
に
か
か

る
〞と
い
う
医
療
の
在
り
方
だ
け
で
は
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な

い
部
分
が
出
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
か
ら
で
す
。た
と

え
ば
加
齢
と
と
も
に
日
常
生
活
能
力
が
少
し
ず
つ
落

ち
、感
染
症
や
転
倒
に
よ
る
骨
折
な
ど
に
よ
っ
て
入
院

と
退
院
を
繰
り
返
す
方
も
増
え
て
い
ま
す
。一
人
の
患

者
さ
ん
を
包
括
的
に
診
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
に
よ

る
包
括
的
な
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。ク
リ
ニ
ッ
ク
と
大
病
院
を
繋
ぐ
ハ
ブ
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
中
小
病
院
の
存
在
も
、プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を

構
成
す
る
一
つ
の
大
き
な
要
素
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
香
里
病
院
は
、地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
と
し

て
先
生
方
、医
療
・
介
護
従
事
者
の
方
々
と〝
顔
の
見
え

る
〞ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、エ
リ
ア
一
帯
が
一
つ
の
チ
ー

ム
と
し
て
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を
展
開
で
き
る
地
域
づ

く
り
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
が
関
西
医
科
大
学
に
着
任
し
た
目
的
の
も
う
一
つ

が
、プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
担
い
手
の
育
成
で
す
。

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
本
来
の
役
割
と
は
、患
者
さ
ん

が
心
身
の
不
具
合
時
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
手
と
い

う
だ
け
で
な
く
、年
齢
に
応
じ
た
予
防
接
種
や
検
診
の

実
施
、介
護
・
福
祉
の
相
談
対
応
な
ど
、人
の
一
生
に
寄

り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。近
年
で

は
日
本
で
も
か
か
り
つ
け
医
の
必
要
性
が
注
目
さ
れ

て
、2
0
1
8
年
の
新
専
門
医
制
度
よ
り
専
門
医
資
格

と
し
て「
総
合
診
療
専
門
医
」が
確
立
さ
れ
た
こ
と
は
ご

存
じ
の
通
り
で
す
。今
後
の
日
本
に
お
い
て
、プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
領
域
で
実
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
人
材
を
育

て
た
い
。そ
の
思
い
か
ら
医
育
機
関
で
あ
る
本
学
に
着

任
し
た
次
第
で
す
。

地
域
密
着
型
の
香
里
病
院
と
し
て
、必
要
な
患
者
さ

ん
に
包
括
的
、か
つ
継
続
的
ケ
ア
を
十
分
届
け
ら
れ
る

よ
う
、地
域
医
療
の
仕
組
み
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
。

そ
し
て
総
合
診
療
医
を
は
じ
め
と
す
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
の
養
成
を
通
じ
、地
域
に
さ
ら
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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関 西 医 科 大 学 香 里 病 院 関 西 医 科 大 学 香 里 病 院

地
域
が
一
体
と
な
る

医
療
の
イ
ン
フ
ラ
構
築
に
貢
献
し
た
い

後
進
育
成
に
も
尽
力
し
ま
す

患者さんの暮らしを支える地域包括ケアシステム

住まい

介護予防・生活支援

医　療 介　護
高度医療 訪問介護、訪問看護、

通所介護、
施設・住居系サービスなど

老人クラブ、自治会、
ボランティア、NPO など

プライマリ・ケア
・かかりつけ医  ・中小病院

本
学
で
は
今
後
迎
え
る
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
医
療
環
境
の
激
変
に
対
応
す
る
た
め
、香
里
病
院

に
総
合
診
療
医
学
講
座（
地
域
医
療
学
）を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
10
月
か
ら
新
た
に
総
合
診
療
科
を

開
設
し
ま
し
た
。内
科
と
一
体
化
し
た「
内
科
・
総
合
診
療
科
」と
し
て
運
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
1
月
上
旬
か
ら
内
科
・
総
合
診
療
科
、整
形
外
科
に
よ
る
非
通
年
制（
平
日
の
み
）夜
間

救
急
体
制（
E
R
）を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

E
R
の
目
的
は
医
育
機
関
と
し
て
内
科
・
総
合
診
療
科
が
担
う
総
合
診
療
専
攻
医
・
総
合
内
科
専

攻
医
・
初
期
研
修
医
等
若
手
医
師
や
医
学
生
の
教
育
・
育
成
を
主
と
し
て
お
り
ま
す
。更
に
か
か
り
つ

け
の
患
者
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
医
療
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

香里病院は、
ERを始めました

兵庫医科大学 卒業
兵庫医科大学病院 勤務
西宮市立中央病院 勤務
国立療養所近畿中央病院 勤務
宝塚市立病院 勤務
大阪警察病院 勤務
兵庫医科大学 呼吸器内科 助教
井上クリニック 内科部長
聖マリアンナ医科大学 呼吸器内科講師
国際医療福祉大学熱海病院 呼吸器内科 病院教授
関西医科大学香里病院 内科 准教授
関西医科大学香里病院 病院教授

「
つ
な
ぐ
11
号
」で
は
、そ
の
前
年
に
発
足
し
た

「
K
O
R
I
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。当
時

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
C
O
P
D（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）患

者
さ
ん
に
対
す
る
ケ
ア
が
主
軸
で
し
た
。し
か
し
活
動

を
続
け
る
中
で
呼
吸
器
疾
患
全
般
に
対
す
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
支
援
の
ご
要
望
が
届
く
よ
う
に
な
り
、現
在
は

複
数
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
抱
え
る
内
容
へ
進
化
し
て
い
ま

す
。中

で
も
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
い
た
の
が
、吸
入
指

導
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で
す
。喘
息
と
C
O
P
D
に

処
方
さ
れ
る
吸
入
薬
に
つ
い
て
、2
0
2
1
年
度
よ
り

吸
入
薬
指
導
加
算
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
当
院

で
は
W
e
b
勉
強
会
を
開
催
し
、計
3
回
で
約
3
0
0

名
の
薬
剤
師
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、地
域
に
お
け

る
医
療
系
勉
強
会
で
は
国
内
で
も
他
に
類
を
見
な
い
ほ

ど
の
大
成
功
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
を
発
展
さ
せ
、当
院

で
は
寝
屋
川
市
内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク・
病
院
で
使
用
可
能
な

吸
入
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
無
償
提
供
し
て
い
ま

す
。す
で
に
約
30
の
医
療
機
関
で
ご
活
用
い
た
だ
い
て

お
り
、さ
ら
な
る
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
追
加
の
勉
強

会
を
今
年
度
に
も
実
施
予
定
で
す
。

他
に
も
K
O
R
I
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、従
来
は
ほ
ぼ

専
門
病
院
に
限
ら
れ
て
い
た
重
症
喘
息
の
抗
体
製
剤
に

よ
る
治
療
法
を
広
め
る
べ
く
、寝
屋
川
市
内
の
薬
局
と

複
数
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
病
院
に
よ
る
協
力
体
制
を
整
え

ま
し
た
。各
院
で
は
す
で
に
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
を

は
じ
め
て
お
り
、専
門
家
と
変
わ
ら
な
い
治
療
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、慢
性
呼
吸
器
疾
患
に
対
す
る
呼

吸
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
近
隣
の
病
院
へ
呼
び
か
け
を
行

い
、2
つ
の
病
院
で
リ
ハ
ビ
リ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。当

院
の
リ
ハ
ビ
リ
パ
ス
を
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

K
O
R
I
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
学
会
で
も
注
目
さ
れ
、今

年
度
中
に
複
数
の
学
会
、講
演
会
で
発
表
予
定
で
す
。今

後
も
ク
リ
ニ
ッ
ク・
病
院
・
薬
局
の
垣
根
を
越
え
、行
政
も

巻
き
込
ん
で
地
域
の
呼
吸
器
医
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

尽
力
し
て
い
き
ま
す
。ご
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
内

容
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
当
院
の
地
域
医
療
連
携

部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

S p e c i a l i t y  S e r v i c e  
I n t e r v i ew

能動的な病診連携で、
地域全体を巻き込み
呼吸器領域医療を向上させたい

KORIプログラム

1993年3月
1993年6月
1995年7月
1997年7月
2001年1月
2002年8月
2004年6月
2006年11月
2007年1月
2015年4月
2019年4月
2019年12月

PROFILE

関西医科大学香里病院
内科（呼吸器）病院教授

延山 誠一
Seiichi Nobuyama

Kansai Medical University
COPD ＆ Asthma
Recovery and
Investigate

Total Care Program

・官民一体での禁煙活動推進
・禁煙外来の開設
・呼吸器リハビリの実施支援
・吸入指導勉強会
・寝屋川市COPD病院連携
・COVID-19の画像診断相談
・重症喘息に対する抗体療法ネットワーク構築

プロジェクト一覧

進化した「KORIプログラム」

病院

開業医

薬局

行政
香里病院
内科

（呼吸器）



私
は
自
身
が
携
わ
っ
て
き
た
総
合
診
療
領
域
の
動
向

や
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
診
療
状
況
を
考
え
る
中
、診
療

所
か
ら
中
小
規
模
病
院
を
基
盤
と
す
る
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
確
立
が
現
代
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
高
齢
者
が
増
え
る
今
、こ
れ
ま
で
当
た

り
前
で
あ
っ
た〝
普
段
は
か
か
り
つ
け
医
の
も
と
へ
通

い
、何
か
あ
れ
ば
大
き
な
病
院
の
急
性
期
医
療
に
か
か

る
〞と
い
う
医
療
の
在
り
方
だ
け
で
は
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な

い
部
分
が
出
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
か
ら
で
す
。た
と

え
ば
加
齢
と
と
も
に
日
常
生
活
能
力
が
少
し
ず
つ
落

ち
、感
染
症
や
転
倒
に
よ
る
骨
折
な
ど
に
よ
っ
て
入
院

と
退
院
を
繰
り
返
す
方
も
増
え
て
い
ま
す
。一
人
の
患

者
さ
ん
を
包
括
的
に
診
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
に
よ

る
包
括
的
な
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。ク
リ
ニ
ッ
ク
と
大
病
院
を
繋
ぐ
ハ
ブ
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
中
小
病
院
の
存
在
も
、プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を

構
成
す
る
一
つ
の
大
き
な
要
素
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
香
里
病
院
は
、地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
と
し

て
先
生
方
、医
療
・
介
護
従
事
者
の
方
々
と〝
顔
の
見
え

る
〞ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、エ
リ
ア
一
帯
が
一
つ
の
チ
ー

ム
と
し
て
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を
展
開
で
き
る
地
域
づ

く
り
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
が
関
西
医
科
大
学
に
着
任
し
た
目
的
の
も
う
一
つ

が
、プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
担
い
手
の
育
成
で
す
。

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
本
来
の
役
割
と
は
、患
者
さ
ん

が
心
身
の
不
具
合
時
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
手
と
い

う
だ
け
で
な
く
、年
齢
に
応
じ
た
予
防
接
種
や
検
診
の

実
施
、介
護
・
福
祉
の
相
談
対
応
な
ど
、人
の
一
生
に
寄

り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。近
年
で

は
日
本
で
も
か
か
り
つ
け
医
の
必
要
性
が
注
目
さ
れ

て
、2
0
1
8
年
の
新
専
門
医
制
度
よ
り
専
門
医
資
格

と
し
て「
総
合
診
療
専
門
医
」が
確
立
さ
れ
た
こ
と
は
ご

存
じ
の
通
り
で
す
。今
後
の
日
本
に
お
い
て
、プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
領
域
で
実
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
人
材
を
育

て
た
い
。そ
の
思
い
か
ら
医
育
機
関
で
あ
る
本
学
に
着

任
し
た
次
第
で
す
。

地
域
密
着
型
の
香
里
病
院
と
し
て
、必
要
な
患
者
さ

ん
に
包
括
的
、か
つ
継
続
的
ケ
ア
を
十
分
届
け
ら
れ
る

よ
う
、地
域
医
療
の
仕
組
み
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
。

そ
し
て
総
合
診
療
医
を
は
じ
め
と
す
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
の
養
成
を
通
じ
、地
域
に
さ
ら
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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関 西 医 科 大 学 香 里 病 院 関 西 医 科 大 学 香 里 病 院

地
域
が
一
体
と
な
る

医
療
の
イ
ン
フ
ラ
構
築
に
貢
献
し
た
い

後
進
育
成
に
も
尽
力
し
ま
す

患者さんの暮らしを支える地域包括ケアシステム

住まい

介護予防・生活支援

医　療 介　護
高度医療 訪問介護、訪問看護、

通所介護、
施設・住居系サービスなど

老人クラブ、自治会、
ボランティア、NPO など

プライマリ・ケア
・かかりつけ医  ・中小病院

本
学
で
は
今
後
迎
え
る
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
医
療
環
境
の
激
変
に
対
応
す
る
た
め
、香
里
病
院

に
総
合
診
療
医
学
講
座（
地
域
医
療
学
）を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
10
月
か
ら
新
た
に
総
合
診
療
科
を

開
設
し
ま
し
た
。内
科
と
一
体
化
し
た「
内
科
・
総
合
診
療
科
」と
し
て
運
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
1
月
上
旬
か
ら
内
科
・
総
合
診
療
科
、整
形
外
科
に
よ
る
非
通
年
制（
平
日
の
み
）夜
間

救
急
体
制（
E
R
）を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

E
R
の
目
的
は
医
育
機
関
と
し
て
内
科
・
総
合
診
療
科
が
担
う
総
合
診
療
専
攻
医
・
総
合
内
科
専

攻
医
・
初
期
研
修
医
等
若
手
医
師
や
医
学
生
の
教
育
・
育
成
を
主
と
し
て
お
り
ま
す
。更
に
か
か
り
つ

け
の
患
者
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
医
療
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

香里病院は、
ERを始めました

兵庫医科大学 卒業
兵庫医科大学病院 勤務
西宮市立中央病院 勤務
国立療養所近畿中央病院 勤務
宝塚市立病院 勤務
大阪警察病院 勤務
兵庫医科大学 呼吸器内科 助教
井上クリニック 内科部長
聖マリアンナ医科大学 呼吸器内科講師
国際医療福祉大学熱海病院 呼吸器内科 病院教授
関西医科大学香里病院 内科 准教授
関西医科大学香里病院 病院教授

「
つ
な
ぐ
11
号
」で
は
、そ
の
前
年
に
発
足
し
た

「
K
O
R
I
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。当
時

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
C
O
P
D（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）患

者
さ
ん
に
対
す
る
ケ
ア
が
主
軸
で
し
た
。し
か
し
活
動

を
続
け
る
中
で
呼
吸
器
疾
患
全
般
に
対
す
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
支
援
の
ご
要
望
が
届
く
よ
う
に
な
り
、現
在
は

複
数
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
抱
え
る
内
容
へ
進
化
し
て
い
ま

す
。中

で
も
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
い
た
の
が
、吸
入
指

導
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で
す
。喘
息
と
C
O
P
D
に

処
方
さ
れ
る
吸
入
薬
に
つ
い
て
、2
0
2
1
年
度
よ
り

吸
入
薬
指
導
加
算
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
当
院

で
は
W
e
b
勉
強
会
を
開
催
し
、計
3
回
で
約
3
0
0

名
の
薬
剤
師
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、地
域
に
お
け

る
医
療
系
勉
強
会
で
は
国
内
で
も
他
に
類
を
見
な
い
ほ

ど
の
大
成
功
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
を
発
展
さ
せ
、当
院

で
は
寝
屋
川
市
内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク・
病
院
で
使
用
可
能
な

吸
入
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
無
償
提
供
し
て
い
ま

す
。す
で
に
約
30
の
医
療
機
関
で
ご
活
用
い
た
だ
い
て

お
り
、さ
ら
な
る
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
追
加
の
勉
強

会
を
今
年
度
に
も
実
施
予
定
で
す
。

他
に
も
K
O
R
I
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、従
来
は
ほ
ぼ

専
門
病
院
に
限
ら
れ
て
い
た
重
症
喘
息
の
抗
体
製
剤
に

よ
る
治
療
法
を
広
め
る
べ
く
、寝
屋
川
市
内
の
薬
局
と

複
数
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
病
院
に
よ
る
協
力
体
制
を
整
え

ま
し
た
。各
院
で
は
す
で
に
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
を

は
じ
め
て
お
り
、専
門
家
と
変
わ
ら
な
い
治
療
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、慢
性
呼
吸
器
疾
患
に
対
す
る
呼

吸
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
近
隣
の
病
院
へ
呼
び
か
け
を
行

い
、2
つ
の
病
院
で
リ
ハ
ビ
リ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。当

院
の
リ
ハ
ビ
リ
パ
ス
を
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

K
O
R
I
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
学
会
で
も
注
目
さ
れ
、今

年
度
中
に
複
数
の
学
会
、講
演
会
で
発
表
予
定
で
す
。今

後
も
ク
リ
ニ
ッ
ク・
病
院
・
薬
局
の
垣
根
を
越
え
、行
政
も

巻
き
込
ん
で
地
域
の
呼
吸
器
医
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

尽
力
し
て
い
き
ま
す
。ご
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
内

容
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
当
院
の
地
域
医
療
連
携

部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

S p e c i a l i t y  S e r v i c e  
I n t e r v i ew

能動的な病診連携で、
地域全体を巻き込み
呼吸器領域医療を向上させたい

KORIプログラム

1993年3月
1993年6月
1995年7月
1997年7月
2001年1月
2002年8月
2004年6月
2006年11月
2007年1月
2015年4月
2019年4月
2019年12月

PROFILE

関西医科大学香里病院
内科（呼吸器）病院教授

延山 誠一
Seiichi Nobuyama

Kansai Medical University
COPD ＆ Asthma
Recovery and
Investigate

Total Care Program

・官民一体での禁煙活動推進
・禁煙外来の開設
・呼吸器リハビリの実施支援
・吸入指導勉強会
・寝屋川市COPD病院連携
・COVID-19の画像診断相談
・重症喘息に対する抗体療法ネットワーク構築

プロジェクト一覧

進化した「KORIプログラム」

病院

開業医

薬局

行政
香里病院
内科

（呼吸器）
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関 西 医 科 大 学 く ず は 病 院

2014年3月
2014年4月
2016年4月
2017年4月
2018年4月
2019年4月
2020年10月
2021年11月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属滝井病院（現・関西医科大学総合医療センター） 研修医
関西医科大学附属病院 リハビリテーション科
関西医科大学総合医療センター リハビリテーション科
箕面市立病院 リハビリテーション科
喜馬病院 リハビリテーション部
関西医科大学くずは病院 リハビリ科
関西医科大学くずは病院 リハビリテーションセンター センター長

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学くずは病院 整形外科

PROFILE
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回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
専
属
の
医
師
と
し
て
、整
形

外
科
領
域
の
患
者
さ
ん
を
担
当
し
て
い
ま
す
。当
院
へ

着
任
し
て
約
2
年
。自
分
が
担
当
す
る
し
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
、多
く
の
患
者
さ
ん
に
接
し
て
き
ま
し
た
。そ
の

中
で
確
信
し
て
い
る
の
が
、当
院
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。当
病
棟
へ
入
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
多
く
が
、

入
院
中
の
目
標
を
達
成
し
て
退
院
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は

当
院
の
設
備
や
ス
タ
ッ
フ
の
技
術
だ
け
で
な
く
、心
に

寄
り
添
う
ケ
ア
が
実
現
で
き
て
い
る
こ
と
も
所
以
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

た
と
え
ば
私
が
担
当
す
る
患
者
さ
ん
は
、腰
や
股
関

節
、膝
関
節
の
手
術
を
受
け
ら
れ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、

リ
ハ
ビ
リ
で
は
ま
ず
基
本
の
立
ち
座
り
、歩
行
、階
段
の

昇
降
を
着
実
に
獲
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
標
と
な

り
ま
す
。こ
こ
で
大
事
に
な
る
の
が
、患
者
さ
ん
ご
本
人

の
前
向
き
な
姿
勢
で
す
。リ
ハ
ビ
リ
は
日
々
の
積
み
重

ね
で
す
の
で
、や
は
り
当
人
の
努
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
当
病
棟
へ
転
院
し
て
こ
ら
れ
る
患
者
さ
ん
に

は
、急
な
ケ
ガ
や
病
気
で
生
活
の
在
り
方
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
、と
困
惑
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
に
各
ス

タ
ッ
フ
が
寄
り
添
い
、リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
の
時

間
で
も
前
向
き
に
日
常
動
作
の
獲
得
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
患
者
さ
ん
の
メ
ン
タ
ル
面
か
ら
ケ
ア
す

る
こ
と
、こ
の
点
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
結
果

が
、満
足
度
の
高
い
評
価
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

考
え
ま
す
。患
者
さ
ん
が
日
常
生
活
動
作
を
獲
得
し
笑

顔
で
退
院
さ
れ
る
場
に
立
ち
会
う
た
び
、リ
ハ
ビ
リ
に

携
わ
る
医
師
と
し
て
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

私
は
現
在
は
病
棟
専
属
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

地
域
の
先
生
方
に
お
目
に
か
か
る
機
会
は
な
か
な
か

あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
に

こ
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
か
ら
住
み
慣
れ
た
町
へ
、

よ
り
元
気
な
状
態
で
お
戻
り
い
た
だ
く
こ
と
が
地
域
医

療
へ
の
貢
献
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今
後
も
ス
タ
ッ
フ

一
丸
と
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
領
域
を
生
か
し
な
が

ら
ケ
ア
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
の
秋
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
に

就
任
し
ま
し
た
。今
回
、改
め
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。く

ず
は
病
院
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
進
め
る
中
、

2
0
2
0
年
の
病
床
再
編
に
よ
っ
て
52
床
を
有
す
る
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
設
け
ま
し
た
。病
棟

で
は
他
病
院
で
急
性
期
の
加
療
を
終
え
ら
れ
た
患
者
さ

ん
を
受
け
入
れ
、地
域
医
療
と
基
幹
病
院
の
橋
渡
し
と

し
て
の
存
在
を
担
っ
て
い
ま
す
。私
自
身
は
主
に
脳
卒

中
や
脊
髄
の
病
気
に
な
ら
れ
た
方
を
担
当
し
て
お
り
、

整
形
外
科
領
域
に
つ
い
て
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る

澤
田
医
師
が
担
当
し
て
い
る
状
況
で
す
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
の
何
よ
り
の
使
命
は
、患
者

さ
ん
に
安
心
し
て
在
宅
復
帰
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

標
に
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
中
に
お
い
て
、当
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
地
域
に
向
け
た
窓
口
で
す
。ま
た
セ
ン
タ
ー

長
と
し
て
の
私
の
務
め
は
、地
域
医
療
に
携
わ
る
方
々

と
の
連
携
強
化
を
通
じ
、退
院
後
の
患
者
さ
ん
の
生
活

の
質
の
向
上
ま
で
貢
献
し
て
い
く
こ
と
で
す
。今
、高
齢

化
社
会
が
進
む
中
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、切
れ

目
の
な
い
ケ
ア
の
提
供
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
こ
で

今
後
、ま
ず
は
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
イ
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、医
師
の
観
点
か
ら
介
護
保
険

を
用
い
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。当
院
で
は
デ
イ
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
お
り
、

医
療
と
介
護
を
ひ
と
繋
が
り
と
し
て
ス
マ
ー
ト
に
提
供

で
き
ま
す
。そ
う
い
っ
た
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、急
性

期
と
生
活
期
、医
療
機
関
に
お
け
る
治
療
と
在
宅
ケ
ア

の
連
携
を
強
化
し
、地
域
全
体
で
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
医

療
介
護
体
制
構
築
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。患

者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
ケ
ア
を
提
供
で
き

る
よ
う
、リ
ハ
ビ
リ
に
強
い
く
ず
は
病
院
と
し
て
、今
後

も
地
域
の
皆
さ
ん
に
頼
っ
て
い
た
だ
け
る
体
制
強
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

S p e c i a l i t y  S e r v i c e  
I n t e r v i ew

多職種連携による
心に寄り添うケアで
患者さんの笑顔に貢献します

専属医師に聞く

S p e c i a l i t y  S e r v i c e  
I n t e r v i ew

新センター長に聞く

1991年3月
2020年4月

PROFILE

関西医科大学くずは病院
回復期リハビリ病棟
整形外科領域担当

澤田 誠司
Seiji Sawada

関西医科大学くずは病院
リハビリテーションセンター
センター長

島田 聡史
Satoshi Shimada

地域に向けた窓口として、
シームレスな医療体制の
構築に尽力します

関 西 医 科 大 学 く ず は 病 院
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関 西 医 科 大 学 く ず は 病 院

2014年3月
2014年4月
2016年4月
2017年4月
2018年4月
2019年4月
2020年10月
2021年11月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属滝井病院（現・関西医科大学総合医療センター） 研修医
関西医科大学附属病院 リハビリテーション科
関西医科大学総合医療センター リハビリテーション科
箕面市立病院 リハビリテーション科
喜馬病院 リハビリテーション部
関西医科大学くずは病院 リハビリ科
関西医科大学くずは病院 リハビリテーションセンター センター長

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学くずは病院 整形外科

PROFILE

KANSAI MEDICAL UNIVERSITY group16

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
専
属
の
医
師
と
し
て
、整
形

外
科
領
域
の
患
者
さ
ん
を
担
当
し
て
い
ま
す
。当
院
へ

着
任
し
て
約
2
年
。自
分
が
担
当
す
る
し
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
、多
く
の
患
者
さ
ん
に
接
し
て
き
ま
し
た
。そ
の

中
で
確
信
し
て
い
る
の
が
、当
院
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。当
病
棟
へ
入
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
多
く
が
、

入
院
中
の
目
標
を
達
成
し
て
退
院
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は

当
院
の
設
備
や
ス
タ
ッ
フ
の
技
術
だ
け
で
な
く
、心
に

寄
り
添
う
ケ
ア
が
実
現
で
き
て
い
る
こ
と
も
所
以
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

た
と
え
ば
私
が
担
当
す
る
患
者
さ
ん
は
、腰
や
股
関

節
、膝
関
節
の
手
術
を
受
け
ら
れ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、

リ
ハ
ビ
リ
で
は
ま
ず
基
本
の
立
ち
座
り
、歩
行
、階
段
の

昇
降
を
着
実
に
獲
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
標
と
な

り
ま
す
。こ
こ
で
大
事
に
な
る
の
が
、患
者
さ
ん
ご
本
人

の
前
向
き
な
姿
勢
で
す
。リ
ハ
ビ
リ
は
日
々
の
積
み
重

ね
で
す
の
で
、や
は
り
当
人
の
努
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
当
病
棟
へ
転
院
し
て
こ
ら
れ
る
患
者
さ
ん
に

は
、急
な
ケ
ガ
や
病
気
で
生
活
の
在
り
方
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
、と
困
惑
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
に
各
ス

タ
ッ
フ
が
寄
り
添
い
、リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
の
時

間
で
も
前
向
き
に
日
常
動
作
の
獲
得
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
患
者
さ
ん
の
メ
ン
タ
ル
面
か
ら
ケ
ア
す

る
こ
と
、こ
の
点
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
結
果

が
、満
足
度
の
高
い
評
価
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

考
え
ま
す
。患
者
さ
ん
が
日
常
生
活
動
作
を
獲
得
し
笑

顔
で
退
院
さ
れ
る
場
に
立
ち
会
う
た
び
、リ
ハ
ビ
リ
に

携
わ
る
医
師
と
し
て
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

私
は
現
在
は
病
棟
専
属
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

地
域
の
先
生
方
に
お
目
に
か
か
る
機
会
は
な
か
な
か

あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
に

こ
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
か
ら
住
み
慣
れ
た
町
へ
、

よ
り
元
気
な
状
態
で
お
戻
り
い
た
だ
く
こ
と
が
地
域
医

療
へ
の
貢
献
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今
後
も
ス
タ
ッ
フ

一
丸
と
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
領
域
を
生
か
し
な
が

ら
ケ
ア
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
の
秋
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
に

就
任
し
ま
し
た
。今
回
、改
め
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。く

ず
は
病
院
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
進
め
る
中
、

2
0
2
0
年
の
病
床
再
編
に
よ
っ
て
52
床
を
有
す
る
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
設
け
ま
し
た
。病
棟

で
は
他
病
院
で
急
性
期
の
加
療
を
終
え
ら
れ
た
患
者
さ

ん
を
受
け
入
れ
、地
域
医
療
と
基
幹
病
院
の
橋
渡
し
と

し
て
の
存
在
を
担
っ
て
い
ま
す
。私
自
身
は
主
に
脳
卒

中
や
脊
髄
の
病
気
に
な
ら
れ
た
方
を
担
当
し
て
お
り
、

整
形
外
科
領
域
に
つ
い
て
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る

澤
田
医
師
が
担
当
し
て
い
る
状
況
で
す
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
の
何
よ
り
の
使
命
は
、患
者

さ
ん
に
安
心
し
て
在
宅
復
帰
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

標
に
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
中
に
お
い
て
、当
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
地
域
に
向
け
た
窓
口
で
す
。ま
た
セ
ン
タ
ー

長
と
し
て
の
私
の
務
め
は
、地
域
医
療
に
携
わ
る
方
々

と
の
連
携
強
化
を
通
じ
、退
院
後
の
患
者
さ
ん
の
生
活

の
質
の
向
上
ま
で
貢
献
し
て
い
く
こ
と
で
す
。今
、高
齢

化
社
会
が
進
む
中
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、切
れ

目
の
な
い
ケ
ア
の
提
供
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
こ
で

今
後
、ま
ず
は
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
イ
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、医
師
の
観
点
か
ら
介
護
保
険

を
用
い
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。当
院
で
は
デ
イ
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
お
り
、

医
療
と
介
護
を
ひ
と
繋
が
り
と
し
て
ス
マ
ー
ト
に
提
供

で
き
ま
す
。そ
う
い
っ
た
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、急
性

期
と
生
活
期
、医
療
機
関
に
お
け
る
治
療
と
在
宅
ケ
ア

の
連
携
を
強
化
し
、地
域
全
体
で
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
医

療
介
護
体
制
構
築
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。患

者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
ケ
ア
を
提
供
で
き

る
よ
う
、リ
ハ
ビ
リ
に
強
い
く
ず
は
病
院
と
し
て
、今
後

も
地
域
の
皆
さ
ん
に
頼
っ
て
い
た
だ
け
る
体
制
強
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

S p e c i a l i t y  S e r v i c e  
I n t e r v i ew

多職種連携による
心に寄り添うケアで
患者さんの笑顔に貢献します

専属医師に聞く

S p e c i a l i t y  S e r v i c e  
I n t e r v i ew

新センター長に聞く

1991年3月
2020年4月

PROFILE

関西医科大学くずは病院
回復期リハビリ病棟
整形外科領域担当

澤田 誠司
Seiji Sawada

関西医科大学くずは病院
リハビリテーションセンター
センター長

島田 聡史
Satoshi Shimada

地域に向けた窓口として、
シームレスな医療体制の
構築に尽力します

関 西 医 科 大 学 く ず は 病 院
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関 西 医 科 大 学 く ず は 病 院関 西 医 科 大 学 天 満 橋 総 合 ク リ ニ ッ ク

1994年3月
1994年4月
1996年4月
1998年4月
2000年4月
2001年4月
2008年6月
2021年10月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属病院 第2外科 研修医
関西医科大学附属病院 放射線科 医員
回生会藤田病院 放射線科
関西医科大学附属病院 放射線科
広川クリニック 放射線科
関西医科大学附属病院 放射線科
関西医科大学くずは病院 放射線科

PROFILE

KANSAI MEDICAL UNIVERSITY group18

画像診断のニーズに応え
地域医療へこれまで以上の
お役立ちを

放
射
線
科
医
の
広
川
と
申
し
ま
す
。今
年
度
、く
ず

は
病
院
放
射
線
科
で
は
初
の
常
勤
医
師
と
し
て
着
任
し

ま
し
た
。当
科
で
は
開
業
医
の
先
生
方
は
じ
め
、他
の
医

療
機
関
か
ら
の
C
T
・
M
R
I
検
査
や
検
査
所
見
の
ご

依
頼
も
承
っ
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
非
常
勤
医
に

よ
る
診
断
で
し
た
。放
射
線
科
で
の
検
査
を
必
要
と
さ

れ
る
患
者
さ
ん
に
は
、急
を
要
す
る
病
状
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。こ
の
た
び
私
が
常
勤
医
師
と
な
っ
た

こ
と
で
従
来
以
上
に
迅
速
か
つ
密
な
対
応
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。検
査
を
必
要
と
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、ぜ
ひ
お
声
が
け
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

当
院
で
は
現
在
、一
般
X
線
撮
影
装
置
、C
T
装
置
、

M
R
I
、D
R
‐
X
線
T
V
装
置（
C
ア
ー
ム
）が
稼
働

し
て
い
ま
す
。強
み
は
検
査
の
み
な
ら
ず
、診
断
結
果
に

よ
っ
て
専
門
領
域
の
医
師
に
よ
る
診
療
へ
ス
ム
ー
ズ
に

引
き
継
ぎ
が
で
き
る
点
、そ
し
て
高
度
な
診
察
や
治
療

を
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
幅
広
い
領
域
を
カ
バ
ー
す
る

関
連
病
院
へ
の
連
携
が
可
能
な
点
で
す
。地
域
の
先
生

方
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
や
り
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
環
境
が
整
い
、放
射
線
科
と
し
て
体
制
が
強
化
で
き

た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

画
像
診
断
に
お
い
て
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、正
確

な
撮
影
と
読
影
で
す
。そ
の
使
命
を
全
う
す
べ
く
、日
々

進
歩
す
る
当
領
域
の
研
鑽
を
積
む
と
と
も
に
、必
要
な

情
報
を
よ
り
鮮
明
に
写
せ
る
よ
う
放
射
線
技
師
と
は

日
頃
か
ら
こ
ま
め
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
を
設
け
て

い
ま
す
。ま
た
私
は
迅
速
な
検
査
デ
ー
タ
の
提
供
を

モ
ッ
ト
ー
に
職
務
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。画
像
診

断
は
正
確
性
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
ス
ピ
ー
ド
が
、そ
の

後
続
く
診
療
へ
の
カ
ギ
と
心
得
て
、院
内
外
を
問
わ
ず
、

可
能
な
限
り
検
査
日
の
翌
日
以
内
の
ご
連
絡
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

今
回
の
体
制
強
化
を
機
に
、放
射
線
科
と
し
て
地
域

の
先
生
方
、患
者
さ
ん
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
寄
与
で
き

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。検
査
の
ご
依
頼
に
限
ら
ず
、当

科
に
つ
い
て
、ま
た
放
射
線
に
関
す
る
疑
問
・
ご
要
望
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。

New  Do c t o r  I n t e r v i ew
新任医師に聞く

関西医科大学くずは病院
放射線科

広川 雄三
Yuzo Hirokawa

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
2
0
1
2
年
4
月
に
前
身
の

O
M
M
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が
学
校
法
人
関
西
医
科

大
学
と
経
営
統
合
し
、関
西
医
科
大
学
天
満
橋
総
合
ク

リ
ニ
ッ
ク
へ
と
名
称
を
改
め
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
10
年
経

ち
、改
め
て
振
り
返
り
ま
す
と
、経
営
統
合
で
大
き
く
変

わ
っ
た
の
が
施
設
や
運
営
シ
ス
テ
ム
の
充
実
。そ
し
て
関

連
附
属
病
院
と
の
深
化
し
た
連
携
で
す
。厳
正
な
精
度

管
理
体
制
の
も
と
、安
全・安
心
な
診
療
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。ま
た
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
京
阪
沿
線
や
大
阪

市
内
の
み
な
ら
ず
、関
西
各
地
か
ら
受
診
者
を
迎
え
て

お
り
、多
数
の
病
院
と
良
好
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、受

診
者
の
生
活
環
境
に
合
わ
せ
た
病
診
連
携
を
実
現
し
て

い
ま
す
。受
診
者
に
は
医
療
従
事
者
の
方
も
多
く
、当
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
ご
信
頼
い
た
だ
い
て
い
る
証
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

近
年
、予
防
医
療
に
対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
ま
す

ま
す
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、外
来
部
門
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、人
間
ド
ッ
ク
健
診
に
重
点
を
置
い
て
進
化
し

て
き
た
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、時
代
に
先
駆
け
て
き
た
組
織

で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。こ
こ
は
関
西
医
科
大
学

に
お
け
る
予
防
医
療
の
本
丸
で
す
。こ
れ
か
ら
も
医
療
の

質
を
高
く
保
ち
、皆
さ
ま
の
健
康
維
持・増
進
に
役
立
て

る
施
設
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
は
旧
O
M
M
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
時
代
か

ら
26
年
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、こ
の
春
、院
長
の

任
期
を
満
了
し
関
西
医
科
大
学
へ
異
動
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
予
防
医
療
は
健
診
に
よ
り
隠
れ

た
病
気
を
発
見
す
る
だ
け
で
な
く
、健
診
結
果
か
ら
健

康
増
進
へ
繋
げ
る
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
重
要

に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。ま
た
リ
キ
ッ
ド
バ
イ
オ
プ
シ
ー

や
A
I
に
よ
る
画
像
診
断
な
ど
、健
診
の
現
場
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
す
先
端
技
術
が
一
般
に
普
及
す
る
日

も
そ
う
遠
く
あ
り
ま
せ
ん
。今
後
は
関
西
医
科
大
学
全

般
の
予
防
医
療
に
携
わ
り
、当
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
含
め
た
予

防
医
療
の
新
し
い
体
制
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

京
阪
沿
線
に
お
け
る
予
防
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
、

発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、今
後
と

も
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

Spec ia l i t y  Se rv i ce  I n te rv iew

経営統合から10周年。
予防医療の変革期の中で、
クリニックは新たな歩みを
はじめます

院長に聞く

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学大学院 単位修得（第2内科学）
関西医科大学 第2内科学講座勤務を経て、医療法人OMMメディカルセンター 入職
財団医療法人OMMメディカルセンター 所長（常務理事）
関西医科大学 臨床教授
関西医科大学 天満橋総合クリニック 院長、学校法人関西医科大学 評議員

1983年3月
1990年3月
1996年4月
2005年4月
2006年4月
2012年4月
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関西医科大学天満橋総合クリニック
院長

浦上 昌也
Masaya Urakami
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関 西 医 科 大 学 く ず は 病 院関 西 医 科 大 学 天 満 橋 総 合 ク リ ニ ッ ク

1994年3月
1994年4月
1996年4月
1998年4月
2000年4月
2001年4月
2008年6月
2021年10月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属病院 第2外科 研修医
関西医科大学附属病院 放射線科 医員
回生会藤田病院 放射線科
関西医科大学附属病院 放射線科
広川クリニック 放射線科
関西医科大学附属病院 放射線科
関西医科大学くずは病院 放射線科

PROFILE

KANSAI MEDICAL UNIVERSITY group18

画像診断のニーズに応え
地域医療へこれまで以上の
お役立ちを

放
射
線
科
医
の
広
川
と
申
し
ま
す
。今
年
度
、く
ず

は
病
院
放
射
線
科
で
は
初
の
常
勤
医
師
と
し
て
着
任
し

ま
し
た
。当
科
で
は
開
業
医
の
先
生
方
は
じ
め
、他
の
医

療
機
関
か
ら
の
C
T
・
M
R
I
検
査
や
検
査
所
見
の
ご

依
頼
も
承
っ
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
非
常
勤
医
に

よ
る
診
断
で
し
た
。放
射
線
科
で
の
検
査
を
必
要
と
さ

れ
る
患
者
さ
ん
に
は
、急
を
要
す
る
病
状
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。こ
の
た
び
私
が
常
勤
医
師
と
な
っ
た

こ
と
で
従
来
以
上
に
迅
速
か
つ
密
な
対
応
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。検
査
を
必
要
と
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、ぜ
ひ
お
声
が
け
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

当
院
で
は
現
在
、一
般
X
線
撮
影
装
置
、C
T
装
置
、

M
R
I
、D
R
‐
X
線
T
V
装
置（
C
ア
ー
ム
）が
稼
働

し
て
い
ま
す
。強
み
は
検
査
の
み
な
ら
ず
、診
断
結
果
に

よ
っ
て
専
門
領
域
の
医
師
に
よ
る
診
療
へ
ス
ム
ー
ズ
に

引
き
継
ぎ
が
で
き
る
点
、そ
し
て
高
度
な
診
察
や
治
療

を
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
幅
広
い
領
域
を
カ
バ
ー
す
る

関
連
病
院
へ
の
連
携
が
可
能
な
点
で
す
。地
域
の
先
生

方
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
や
り
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
環
境
が
整
い
、放
射
線
科
と
し
て
体
制
が
強
化
で
き

た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

画
像
診
断
に
お
い
て
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、正
確

な
撮
影
と
読
影
で
す
。そ
の
使
命
を
全
う
す
べ
く
、日
々

進
歩
す
る
当
領
域
の
研
鑽
を
積
む
と
と
も
に
、必
要
な

情
報
を
よ
り
鮮
明
に
写
せ
る
よ
う
放
射
線
技
師
と
は

日
頃
か
ら
こ
ま
め
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
を
設
け
て

い
ま
す
。ま
た
私
は
迅
速
な
検
査
デ
ー
タ
の
提
供
を

モ
ッ
ト
ー
に
職
務
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。画
像
診

断
は
正
確
性
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
ス
ピ
ー
ド
が
、そ
の

後
続
く
診
療
へ
の
カ
ギ
と
心
得
て
、院
内
外
を
問
わ
ず
、

可
能
な
限
り
検
査
日
の
翌
日
以
内
の
ご
連
絡
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

今
回
の
体
制
強
化
を
機
に
、放
射
線
科
と
し
て
地
域

の
先
生
方
、患
者
さ
ん
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
寄
与
で
き

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。検
査
の
ご
依
頼
に
限
ら
ず
、当

科
に
つ
い
て
、ま
た
放
射
線
に
関
す
る
疑
問
・
ご
要
望
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。

New  Do c t o r  I n t e r v i ew
新任医師に聞く

関西医科大学くずは病院
放射線科

広川 雄三
Yuzo Hirokawa

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
2
0
1
2
年
4
月
に
前
身
の

O
M
M
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が
学
校
法
人
関
西
医
科

大
学
と
経
営
統
合
し
、関
西
医
科
大
学
天
満
橋
総
合
ク

リ
ニ
ッ
ク
へ
と
名
称
を
改
め
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
10
年
経

ち
、改
め
て
振
り
返
り
ま
す
と
、経
営
統
合
で
大
き
く
変

わ
っ
た
の
が
施
設
や
運
営
シ
ス
テ
ム
の
充
実
。そ
し
て
関

連
附
属
病
院
と
の
深
化
し
た
連
携
で
す
。厳
正
な
精
度

管
理
体
制
の
も
と
、安
全・安
心
な
診
療
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。ま
た
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
京
阪
沿
線
や
大
阪

市
内
の
み
な
ら
ず
、関
西
各
地
か
ら
受
診
者
を
迎
え
て

お
り
、多
数
の
病
院
と
良
好
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、受

診
者
の
生
活
環
境
に
合
わ
せ
た
病
診
連
携
を
実
現
し
て

い
ま
す
。受
診
者
に
は
医
療
従
事
者
の
方
も
多
く
、当
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
ご
信
頼
い
た
だ
い
て
い
る
証
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

近
年
、予
防
医
療
に
対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
ま
す

ま
す
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、外
来
部
門
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、人
間
ド
ッ
ク
健
診
に
重
点
を
置
い
て
進
化
し

て
き
た
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、時
代
に
先
駆
け
て
き
た
組
織

で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。こ
こ
は
関
西
医
科
大
学

に
お
け
る
予
防
医
療
の
本
丸
で
す
。こ
れ
か
ら
も
医
療
の

質
を
高
く
保
ち
、皆
さ
ま
の
健
康
維
持・増
進
に
役
立
て

る
施
設
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
は
旧
O
M
M
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
時
代
か

ら
26
年
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、こ
の
春
、院
長
の

任
期
を
満
了
し
関
西
医
科
大
学
へ
異
動
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
予
防
医
療
は
健
診
に
よ
り
隠
れ

た
病
気
を
発
見
す
る
だ
け
で
な
く
、健
診
結
果
か
ら
健

康
増
進
へ
繋
げ
る
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
重
要

に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。ま
た
リ
キ
ッ
ド
バ
イ
オ
プ
シ
ー

や
A
I
に
よ
る
画
像
診
断
な
ど
、健
診
の
現
場
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
す
先
端
技
術
が
一
般
に
普
及
す
る
日

も
そ
う
遠
く
あ
り
ま
せ
ん
。今
後
は
関
西
医
科
大
学
全

般
の
予
防
医
療
に
携
わ
り
、当
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
含
め
た
予

防
医
療
の
新
し
い
体
制
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

京
阪
沿
線
に
お
け
る
予
防
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
、

発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、今
後
と

も
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

Spec ia l i t y  Se rv i ce  I n te rv iew

経営統合から10周年。
予防医療の変革期の中で、
クリニックは新たな歩みを
はじめます

院長に聞く

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学大学院 単位修得（第2内科学）
関西医科大学 第2内科学講座勤務を経て、医療法人OMMメディカルセンター 入職
財団医療法人OMMメディカルセンター 所長（常務理事）
関西医科大学 臨床教授
関西医科大学 天満橋総合クリニック 院長、学校法人関西医科大学 評議員

1983年3月
1990年3月
1996年4月
2005年4月
2006年4月
2012年4月

PROFILE

関西医科大学天満橋総合クリニック
院長

浦上 昌也
Masaya Urakami
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関西医科大学と地域をつなぐ連携誌［つなぐ］

関西医科大学  地域医療センター

■ 関西医科大学附属病院
TEL.072-804-0101（代）
https://www.kmu.ac.jp/hirakata/
〒573-1191　大阪府枚方市新町2-3-1　
地域医療連携部　病診連携課（地域医療センター事務局）

TEL.072-804-2742  FAX.072-804-2861

■ 関西医科大学総合医療センター
TEL.06-6992-1001（代）
https://www.kmu.ac.jp/takii/
〒570-8507　大阪府守口市文園町10-15　
地域医療連携部　病診連携課

TEL.06-6993-9444  FAX.06-6993-9488

■ 関西医科大学香里病院
TEL.072-832-5321（代）
https://www.kmu.ac.jp/kori/
〒572-8551　大阪府寝屋川市香里本通町8-45
地域医療連携部　病診連携係

TEL.072-832-9977  FAX.072-832-9988

■ 関西医科大学くずは病院
TEL.072-809-0005（代）
https://www.kmu.ac.jp/kuzuha/
〒573-1121　大阪府枚方市楠葉花園町4-1
地域医療連携課

TEL.072-809-0013  FAX.072-809-0022

■ 関西医科大学天満橋総合クリニック
TEL.06-6943-2260（代）
https://www.kmu.ac.jp/temmabashi/
〒540-0008　大阪市中央区大手前1-7-31（OMMビル 3階）
TEL.06-6943-2260  FAX.06-6943-9827

地域医療センター

I N D EX

関西医大
災害対策
万が一でも頼れる病院

の

新任教授に聞く　

最新医療トピックス

大学病院の、脳ドック

オンライン・セカンドオピニオン外来

井上 健太郎
山﨑 誠

04

05

06

07

附属病院

コロナ禍における取り組み

入院前支援体制

地域連携Webセミナー

三島 伸介
室田 卓之
吉矢 和久　
平谷 栄美
徳原 克治

石丸 裕康
延山 誠一

08

10

11

12

14

総合医療センター
新センター長に聞く
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